
春み
ん
な
の
声
、

こ
こ
か
ら

32
日
間
を
、一
気
に
読
み
解
く
。

特
集
・
誌
上
定
例
会
へ

春み
ん
な
の
声
、

こ
こ
か
ら
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※児童生徒（クラス単位）の傍聴も可能です。その際は事前に議会事務局へお問い合わせください

告示
議員の招集

日程や提出される議案が
公開されるスタート地点！

１日目１日目

本会議１日目
（開会）

予算決算常任
委員会（前期）

本会議２、３日目
（一般質問）

市長が提案理由を説明し、議員が
質疑を行います。重要な案件はす
ぐに委員会へ！初日に議決が必要
な場合は休憩中に委員会が行われ
ることも。

▲補正予算や新年度の予算案
について、大まかな説明を受
けます。

◀議員が市長や教育長、課長
たちに、市政全般について質
問を投げかけます。

１～６日目１～６日目

14～15日目14～ 15日目

開会時にはベルを
鳴らします！
時代と共に電子ブザーに変える
自治体が多い中、甲州市では
未だ現役です。

REPORTER

議員が市民の声を直接
届ける、一番の見どこ
ろ！どんな回答が返っ
てくるのか？
持ち時間は１人 60 分。
議場の壁にはタイマーが
あり、5 分前でピピッと
知らせます。

議会は
以下の方法で
視聴できます

①
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
放
送
（
中
継
、
録
画
）

②
動
画
配
信
ア
プ
リ
の
放
送
（
中
継
、
録
画
）

③
本
会
議
及
び
委
員
会
の
傍
聴

▲専門的な内容ごとに分かれて、
少人数でじっくりと深く話し合いま
す。

※生活様式に
合わせた視聴
方法でご覧く
ださい

「総務文教」
「厚生経済」
常任委員会

予算決算常任
委員会分科会

▲予算を「総務文教」「厚生経
済」の分科会に分かれて審査を
します。

紙面を通じて議会の空気を、感じていた
だけたでしょうか。次はぜひ傍聴へ。市
の未来が動く瞬間を、一緒に見届けましょ
う。次世代の皆さんの傍聴も※、市議会は
心よりお待ちしています。

32 日間にも及ぶ３月
定例会も全ての採決
が終わり終了となり
ます！がしかし最終
日にも緊急な案件が
あれば休憩中に委員
会を開催し審査する
ことも！

さらに詳細な議論を進めま
す。場合によっては担当課
へ資料請求や現地視察も行
います！

予算決算常任
委員会（後期）

◀分科会で出た質問や意見を議員全員で
まとめ、委員長報告を作成します。

16～ 23日目16～ 23日目

24～ 27日目24～ 27日目

本会議４日目
（閉会）

32日目32日目

▼

▲

▼

▲

◀審査結果の報告、討論、多数決による
議決が行われます。

REPORTER

REPORTER

REPORTER
60分一本勝負！

詳細審査！

最終日は採決！
「議会は4日間だけ」だと思っていませんか？ 実際の会期は 32 日間。中継には映らない
「委員会」など、見えないところでも議論は続いています。 招集から開会、そして閉会まで。
それでは３月定例会の 32 日間を、誌面で擬似体験してみましょう！

日間
32

甲州市議会３月定例会
特特特 集集集 １１１定例会って何？ 誌上体験！
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令和８年度予算の審査

自
動
運
転
タ
ク
シ
ー

レ
ベ
ル
２
の
実
証
運
行

校務支援システム
（文部科学省HP）

問　

ぶ
ど
う
の
丘
改
修
工
事
の

た
め
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を

３
億
円
計
上
し
て
い
る
。
３
億

円
以
上
寄
付
金
が
集
ま
っ
た
時

の
対
応
は
。

答　

上
限
額
３
億
円
を
超
え
た

時
点
で
寄
附
を
停
止
す
る
。

問　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
修

繕
補
助
金
が
３
０
０
０
万
円
あ

る
が
、
令
和
３
年
に
10
年
間
特

Ａ
評
価
表
彰
を
受
け
て
い
る
の

で
補
助
金
額
が
上
乗
せ
さ
れ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
の
と
こ
ろ
最
高
額
を

頂
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　

民
生
費
負
担
金
で
国
保
保

険
料
基
盤
安
定
負
担
金
が
２
５

６
万
８
０
０
０
円
増
額
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

答　

国
保
保
険
基
盤
安
定
負
担

金
は
、支
援
率
が
前
年
か
ら
０
・

01
％
上
昇
し
て
い
る
た
め
。

問　

入
湯
税
の
見
込
み
入
込
数

を
問
う
。

答　

日
帰
り
は
、
16
万
３
０
０

０
人
、
宿
泊
は
２
万
７
０
０
０

人
を
見
込
み
、１
８
０
万
円
増
。

①
総
務
文
教
分
科
会

■
総
務
費

問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
及
び
個
別
施
設
計
画
改
定
支

援
業
務
委
託
料
で
６
６
０
万
円

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
内
容
は
。

答　

入
札
等
を
か
け
業
者
選
定

を
行
う
。
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
の
改
定
は
、
基
礎
情
報
収

集
の
整
理
、経
費
等
の
算
出
、財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
行

う
。
個
別
施
設
計
画
の
改
定
は
、

施
設
所
管
課
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の

実
施
等
を
含
め
、
１
年
間
か
け

て
行
う
。

問　

旧
勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー

の
解
体
事
業
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
を
含

め
た
考
え
方
、
今
後
ど
の
よ
う

に
利
活
用
す
る
か
問
う
。

答　

令
和
８
年
度
に
解
体
し
、

そ
の
後
の
効
果
的
な
利
活
用
に

つ
い
て
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

入
可
能
性
調
査
の
た
め
の
予
算

を
計
上
し
、
最
適
化
を
探
っ
て

い
く
。

問　

自
動
運
転
タ
ク
シ
ー
実
証

運
転
事
業
（
レ
ベ
ル
２
の
実
証

運
行
）
財
源
は
県
の
補
助
金
か
、

あ
る
い
は
県
の
事
業
を
市
が
請

け
負
っ
て
実
施
す
る
の
か
問
う
。

答　

本
市
の
一
般
財
源
事
業
費

は
１
億
円
、
国
の
補
助
金
が
５

分
の
４
、
残
り
５
分
の
１
を
県
、

市
、
事
業
者
の
共
同
事
業
体
で

３
等
分
の
費
用
を
分
担
し
て
運

営
す
る
。

■
消
防
費

問　

家
具
転
倒
防
止
促
進
事
業

の
内
容
は
。

答　

器
具
等
購
入
に
上
限
１
万

円
、
業
者
に
設
置
を
依
頼
す
る

場
合
は
上
限
１
万
円
で
最
大
２

万
円
で
あ
る
。

■
教
育
費

問　

教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
経
費

が
昨
年
よ
り
大
幅
に
増
え
て
い

る
理
由
を
問
う
。

答　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
と
呼

ば
れ
、
今
年
の
１
月
か
ら
本
格

稼
働
し
て
お
り
、
令
和
７
年
度

分
は
３
カ
月
分
の
リ
ー
ス
料
が

発
生
し
、
令
和
８
年
度
か
ら
12

カ
月
分
に
な
る
た
め
大
き
く
上

昇
す
る
。

塩山Ｂ＆Ｇ海洋センター内に飾ってある
10 年連続特Ａ表彰

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク

補
助
金
の
活
用
を

2026年勤労者向け
教養講座受講生を募集！

（市HP）

②
厚
生
経
済
分
科
会

■
労
働
費

問　

勤
労
者
向
け
教
養
講
座
の

内
容
と
講
習
回
数
を
問
う
。

答　

手
編
み
講
座
、
華
道
、
茶

道
の
表
千
家
と
裏
千
家
の
４
講

座
で
週
１
回
定
員
10
人
で
あ
る
。

年
齢
制
限
は
設
け
て
お
ら
ず
、

自
営
、
農
業
の
方
も
受
講
で
き

る
。

■
農
林
水
産
業
費

問　

山
梨
未
来
創
造
農
業
推
進

事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
。

答　

先
導
的
技
術
の
導
入
に
な

り
、
４
※

パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
の
推
進
を
補
助
す
る
。

問　

林
道
整
理
維
持
管
理
事
業

に
つ
い
て
問
う
。

答　

大
志
戸
線
改
良
工
事
、
上

条
平
沢
線
の
排
水
路
改
修
工
事
、

菖
蒲
沢
線
の
舗
装
工
事
、
八
久

保
線
の
土
留
柵
設
置
事
業
の
林

道
５
カ
所
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

業
務
委
託
の
業
務
内
容
は
。

答　

専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た

人
を
雇
い
、
市
全
体
の
森
林
整

備
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
。

■
商
工
費

問　

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
の
基
本
的
な
考
え
は
。

答　

誘
客
を
図
る
と
と
も
に

デ
ー
タ
収
集
を
し
て
観
光
振
興

に
活
か
し
た
い
。

■
土
木
費

問　

市
道
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
更
新

工
事
の
内
容
と
範
囲
は
。

答　

総
数
１
５
８
基
の
う
ち
71

基
を
令
和
８
年
度
、
残
り
を
令

和
９
年
度
に
は
完
了
予
定
。

■
民
生
費

問　

子
ど
も
未
来
応
援
事
業
の

内
容
は
。

答　

ひ
と
り
親
家
庭
入
進
学
祝

金
２
万
円
、
新
生
児
出
産
祝
金

１
人
10
万
円
で
あ
る
。

問　

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク

委
託
料
６
８
０
万
円
の
根
拠

は
。

答　

令
和
６
年
度
実
績
を
踏
ま

え
て
４
０
０
人
を
定
員
と
し
た
。

■
衛
生
費

問　

公
害
対
策
事
業
費
で
水
質

検
査
と
騒
音
測
定
は
。

答　

年
１
回
井
戸
水
は
飲
料
水

と
し
て
、
河
川
は
健
康
等
生
活

環
境
の
保
全
、
維
持
管
理
、
水

質
汚
濁
の
監
視
を
実
施
。
主
幹

線
道
路
は
自
動
車
騒
音
の
測
定
。

4 パーミル・イニシアチブの無煙炭化器

令和８年度 一般会計予算内訳

　予算決算常任委員会に付託された令和８年度の予算案について、審査する事項を「総務文教分科会」
「厚生経済分科会」に振り分け、審査を行いました。主な質疑を要約してお伝えします。

一般会計219億円
まちづくりへの予算編成を問う予算

令和８年度

特 集 ２

【一般会計とは】
福祉、衛生、土木、
教育など、市の運
営に関する基本的
な経費を計上して
いる会計です。

歳入歳出

基金から
持ってく
るお金

　寄附金　寄附金
23億510万円23億510万円
　　（10.5％）　　（10.5％）

　　　市税　　　市税
42億9,696万5千円42億9,696万5千円
　　（19.6％）　　（19.6％）

　　地方交付税　　地方交付税
56億9,428万5千円56億9,428万5千円
　　（26.0％）　　（26.0％）

国庫支出金国庫支出金
23億1,339万23億1,339万
7千円7千円

（10.5％）（10.5％）

　　　　県支出金　　　　県支出金
12億2,745万3千円12億2,745万3千円
　　　（5.6％）　　　（5.6％）

　　市債　　市債
13億4,360万円13億4,360万円
　　　（6.1％）　　　（6.1％）

　　繰入金　　繰入金
27億7,869万27億7,869万
1千円1千円
　（12.7％）　（12.7％）

地方消費税交付金 8 億 8,000 万円 (4.0%)地方消費税交付金 8 億 8,000 万円 (4.0%)

その他依存財源その他依存財源
  3 億 7,229 万 2 千円 (1.7%)  3 億 7,229 万 2 千円 (1.7%)

市民税や固定資産など
市民の皆さんが納める
税金

　　　　　　　　…市で集めるお金 　…市で集めるお金 　　　　　　　　　…国・県・借入金に頼るお金…国・県・借入金に頼るお金

その他自主財源 2 億 5,417 万 3 千円 (1.1%)その他自主財源 2 億 5,417 万 3 千円 (1.1%)

繰越金 2 億円 (1.0%)繰越金 2 億円 (1.0%)

諸収入 2 億 6,204 万 4 千円 (1.2%)

国や銀行から
借りるお金

議会費 1 億 8,408 万 6 千円 （0.8%）議会費 1 億 8,408 万 6 千円 （0.8%）
商工費 4 億 669 万 1 千円 （1.9%）商工費 4 億 669 万 1 千円 （1.9%）

予備費 3,500 万円 (0.2%)予備費 3,500 万円 (0.2%)
労働費 1,819 万 9 千円 (0.1%)労働費 1,819 万 9 千円 (0.1%)

　　　民生費　　　民生費
57億5,471万9千円57億5,471万9千円
　　（26.2％）　　（26.2％）

高齢者・障害者福祉や
子育て支援などにかか
るお金

　　　総務費　　　総務費
62億5,471万円62億5,471万円
　　（28.5％）　　（28.5％）

窓口業務や庁舎管理
などにかかるお金

教育費教育費
20億2,423万20億2,423万
　　　4千円　　　4千円

（9.2％）（9.2％）

土木費土木費
19億5,546万4千円19億5,546万4千円

（8.9％）（8.9％）

　　衛生費　　衛生費
16億395万4千円16億395万4千円
　　　（7.3％）　　　（7.3％）

公債費公債費
19億6,868万19億6,868万
　　　7千円　　　7千円
　（9.0％）　（9.0％）

健康診断や
予 防 接 種、
ごみ処理な
どにかかる
お金

地方債として借りた
お金の返済など

道路や河川の整備
等にかかるお金

消防費 10 億 5,200 万 5 千円（4.8%）消防費 10 億 5,200 万 5 千円（4.8%）

行政の格差を
なくすため、
国から交付さ
れるお金

農林水産業費 6 億 7,025 万 1 千円 （3.1%）農林水産業費 6 億 7,025 万 1 千円 （3.1%）

　　　　　　（45.9%）　　　　　　（45.9%）
100億9,697万3千円100億9,697万3千円
自主財源自主財源

　　　　　　（54.1%）　　　　　　（54.1%）
118億3,102万7千円118億3,102万7千円
依存財源依存財源

自主財源自主財源 依存財源依存財源

歳
入

歳
出

※�世界の土壌表層の炭素量を年間 4パーミル増加させることができれば、人間の経済活動などに
よって増加する大気中の二酸化炭素を実質ゼロにすることができるという考え方で、農業分野か
ら脱炭素社会の実現を目指す取り組み。
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特別会計予算

予算
令和８年度

■
水
道
事
業

問　

人
工
衛
星
の
漏
水
検
査
、

具
体
的
に
は
ど
ん
な
内
容
か
。

答　

セ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
管
の

音
や
振
動
を
感
知
、
雑
音
を
排

除
し
た
上
で
、
漏
水
の
疑
い
の

あ
る
場
所
を
絞
り
込
む
も
の
。

問　

菱
山
浄
水
場
の
進
捗
状
況

は
。

答　

92
％
の
進
捗
で
順
調
な
ら

３
年
後
に
供
用
開
始
と
な
る
。

問　

国
道
４
１
１
号
線
の
配
水

管
設
置
工
事
の
内
容
は
。

答　

電
線
共
同
溝
工
事
に
伴
う

水
道
管
の
移
設
工
事
と
な
る
。

■
下
水
道
事
業

問　

公
共
下
水
道
普
及
の
方
針

及
び
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
の
考
え
を
問
う
。

答　

人
口
密
集
地
に
限
っ
て
下

水
道
整
備
と
方
針
を
変
え
て
お

り
、
そ
れ
以
外
は
浄
化
槽
で
対

応
と
な
る
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

は
峡
※

東
流
域
下
水
道
の
４
市
で

今
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

問　

下
水
道
普
及
率
の
低
い
地

域
へ
の
対
応
は
。

答　

整
備
の
必
要
性
や
住
民
の

希
望
な
ど
を
聞
い
た
上
で
整
備

す
べ
き
か
否
か
判
断
し
て
い
く
。

問　

下
水
道
整
備
区
域
外
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

答　

市
設
置
型
の
浄
化
槽
を
利

用
す
る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
営

業
用
は
自
己
負
担
と
な
る
。

■
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
事
業

問　

車
両
購
入
費
の
内
容
は
。

答　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
購
入
し
、

外
販
の
際
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
ぶ
ど
う
の
丘
で
の
イ
ベ
ン

ト
時
で
も
稼
働
さ
せ
る
。

問　

ふ
れ
あ
い
交
流
館（
温
泉
）

の
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

閑
散
期
を
主
に
活
用
し
て

改
修
工
事
を
進
め
る
。
工
事
は

年
度
末
を
目
安
に
完
了
す
る
予

定
で
、
稼
働
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て

次
年
度
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
は
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
い
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
が

前
年
比
約
２
０
０
０
万
円
プ
ラ

ス
を
見
込
む
が
、
ど
ん
な
方
向

で
取
り
組
む
の
か
。

答　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
合
わ
せ
、
宿
泊
券
や
入
浴

券
、
ワ
イ
ン
販
売
、
さ
ら
に
は

ぶ
ど
う
の
丘
で
の
体
験
に
も
力

を
入
れ
、
宣
伝
し
て
い
き
た
い
。

問　

温
泉
の
改
修
に
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
予
定
す
る

が
、ぶ
ど
う
の
丘
の
関
わ
り
は
。

答　

返
礼
品
の
事
業
者
と
し
て

関
わ
り
、
返
礼
品
を
拡
充
し
て

ぶ
ど
う
の
丘
の
Ｐ
Ｒ
の
機
会
と

在
宅
介
護
の
給
付
費

　
　

３
０
０
０
万
円
増
加

在宅医療について
（市HP）電線共同溝工事に伴う配水管移設が予定される国道４１１号

特
別
会
計
・
企
業
会
計

【特別会計とは】
特定の歳入を特定
の歳出に充てるた
め、一般会計と区
別して設けられる
会計です。

【企業会計とは】
市が運営する企業
（公営企業）の会
計です。

ウオーターPPPに
ついて

（国土交通省HP）

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
併
せ
返
礼
品
を
拡
充

ン
ト
の
内
容
を
問
う
。
職
員
は

正
規
職
員
か
、
ま
た
、
元
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
の
か
。

答　

介
護
予
防
に
つ
い
て
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
表（
計
画
表
）

の
委
託
料
で
あ
り
、
要
支
援
と

要
介
護
を
合
わ
せ
て
、
１
０
０

件
を
超
え
る
件
数
と
な
る
。
職

員
は
正
規
職
員
で
あ
り
、
社
会

福
祉
士
で
あ
る
。

問　

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
が
前
年
度
に
比
べ
、
１
０
０

０
万
円
減
額
に
な
っ
て
い
る
が

そ
の
要
因
は
。

答　

直
近
５
年
の
数
値
を
管
理

す
る
と
、
比
較
的
軽
度
の
利
用

者
が
増
え
、
給
付
が
減
る
と
分

析
す
る
。

問　

在
宅
介
護
の
給
付
費
が
３

０
０
０
万
円
増
え
て
い
る
が
そ

の
要
因
は
。

答　

65
歳
以
上
（
１
号
被
保
険

者
）
と
介
護
度
の
低
い
方
が
増

え
て
お
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の

増
加
が
要
因
と
分
析
す
る
。

様々な介護サービスが介護支援課内包括支援センター
窓口で相談できる

令和８年度 特別会計の予算額
国民健康保険事業 40億 5,204 万 9,000 円
診療所事業 7,069 万 7,000 円
後期高齢者医療 8億 977万 0,000 円
介護保険事業 38億 9,257 万 9,000 円
大藤財産区 388万 5,000 円
神金財産区 651万 1,000 円
萩原山財産区 1,203 万 4,000 円
竹森入財産区 63万 9,000 円
岩崎山保護財産区管理会 104万 5,000 円

■
診
療
所
事
業

問　

発
熱
外
来
で
使
う
会
議
室

の
空
調
の
改
修
が
予
算
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
現
状
支
障
な
ど

あ
る
の
か
、具
体
的
な
状
況
は
。

答　

完
全
に
故
障
で
は
な
く
、

機
能
低
下
の
状
態
。
常
時
会
議

室
と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、

発
熱
外
来
の
場
合
に
備
え
て
、

修
繕
を
計
画
す
る
。

問　

在
宅
診
療
増
加
に
伴
い
、

勝
沼
病
院
へ
の
医
師
派
遣
が
な

く
な
る
こ
と
が
反
映
さ
れ
た
予

算
と
な
っ
て
い
る
か
。

答　

現
在
、
月
30
人
程
度
の
訪

問
診
療
を
行
っ
て
お
り
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
。
当
初
予
算

に
は
若
干
増
額
し
て
い
る
。

問　

若
干
と
は
、
ど
こ
に
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

後
期
高
齢
者
の
診
療
報
酬

を
３
３
０
万
円
増
額
し
て
い
る
。

問　

医
師
の
在
宅
移
行
に
伴

う
、
勝
沼
病
院
へ
の
影
響
は
。

答　

勝
沼
病
院
は
山
梨
厚
生
会

の
指
定
管
理
で
、
内
科
常
勤
医

の
手
配
な
ど
依
頼
し
て
い
る
。

大
藤
診
療
所
の
診
療
機
能
を
充

実
さ
せ
る
点
、
医
師
の
立
ち
位

置
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
に
理

解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

医
薬
品
衛
生
材
料
費
が
昨

年
度
よ
り
も
１
２
０
万
円
予
算

が
減
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　

在
宅
診
療
や
訪
問
診
療
が

増
え
て
お
り
、
最
近
で
は
院
外

処
方
で
診
療
だ
け
で
は
な
く
、

処
方
箋
を
本
人
が
希
望
す
る
薬

局
等
に
送
り
、
そ
ち
ら
か
ら
直

接
医
薬
品
を
運
ん
で
も
ら
う
と

い
う
仕
組
み
が
で
き
つ
つ
あ
る

た
め
減
額
に
い
た
っ
た
。

■
介
護
保
険
事
業

問　

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
に

つ
い
て
、
ど
の
く
ら
い
見
込
ん

で
い
る
か
、そ
の
積
算
根
拠
は
。

答　

積
算
に
関
し
て
は
、
ト
イ

レ
や
手
す
り
な
ど
細
か
な
積
算

の
推
計
が
難
し
く
、
過
去
６
年

を
見
て
計
上
し
て
い
る
。
住
宅

改
修
費
の
上
限
額
は
20
万
円
と

し
て
い
る
。

問　

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の

受
給
対
象
者
は
。

答　

要
支
援
と
要
介
護
の
方
。

介
護
度
に
よ
る
判
断
は
な
い
。

問　

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

令和８年度 企業会計の予算額
水道事業

事業収益 10億 718万 4,000 円
事業費用 9億 9,977 万 0,000 円

下水道事業
事業収益 9億 2,128 万 4,000 円
事業費用 9億 2,041 万 1,000 円

勝沼ぶどうの丘事業
事業収益 8億 8,880 万 0,000 円
事業費用 8億 7,364 万 7,000 円

勝沼病院事業
事業収益 3,046 万 7,000 円
事業費用 3,046 万 7,000 円

し
て
い
き
た
い
。

■
勝
沼
病
院
事
業

問　

地
域
医
療
体
制
整
備
事
業

は
勝
沼
病
院
に
も
関
係
す
る
こ

と
か
。
こ
の
整
備
事
業
の
中
で

勝
沼
病
院
の
立
ち
位
置
を
考
え

て
い
く
と
い
う
こ
と
か
。

答　

令
和
８
年
度
は
ま
ず
現
状

分
析
を
す
る
予
定
。

問　

空
調
設
備
の
改
修
工
事
、

休
業
せ
ず
に
実
施
す
る
考
え

か
、
内
容
含
め
問
う
。

答　

稼
働
は
止
め
ず
に
、
進
め

て
い
く
。
空
調
が
不
要
な
時
期
、

具
体
的
に
は
夏
過
ぎ
か
ら
最
長

４
カ
月
程
度
を
見
込
ん
で
の
工

期
と
考
え
て
い
る
。

令和８年度予算の審査 企業会計予算

※甲府、笛吹、山梨、甲州
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◆
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と
し

た
予
算
決
算
常
任
委
員
長
の
報

告
に
対
し
て
反
対
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論

佐
藤
浩
美
議
員　

ふ
る
さ
と
納

税
基
金
を
活
用
し
た
下
水
道
料

値
上
げ
回
避
や
教
育
費
無
償
化
、

人
手
不
足
が
深
刻
な
介
護
支
援

な
ど
、
予
算
の
使
い
道
を
よ
り

一
層
福
祉
や
生
活
支
援
へ
重
点

的
に
配
分
す
べ
き
で
あ
り
反
対
。

■
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論

小
林
真
理
子
議
員　

職
員
の
政

策
立
案
能
力
を
弱
め
る
地
域
公

社
設
立
予
算
の
計
上
、
ふ
る
さ

と
納
税
事
業
の
外
部
化
に
対
す

る
費
用
対
効
果
、
重
要
な
歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画
第
２
期

の
策
定
予
算
が
未
計
上
に
対
し

予算案等に、３つの反対討論、１つの賛成討論が行われ
審議された３月定例会

３
月
定
例
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
の
審
議
結
果

　

令
和
８
年
甲
州
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２
月
20
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
32
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
案
、
条
例
案
な
ど
30
件
の
事
件
に
つ
い
て

慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
議
決
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

令和８年７月から

下水道15％、浄化槽30％使用料値上げ

◆
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
12
号
）
は
、
３
億
５

５
５
３
万
７
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
を
２
６
１
億
８
０
８

９
万
２
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
歳
出
内
容
は
総
務
費
に
財

政
調
整
基
金
積
立
金
等
と
し
て

４
億
３
０
１
１
万
７
０
０
０
円
、

民
生
費
に
児
童
保
護
措
置
費
等

と
し
て
６
５
６
８
万
４
０
０
０

円
、
農
林
水
産
業
費
へ
県
営
担

い
手
支
援
型
畑
地
帯
総
合
整
備

事
業
費
等
と
し
て
３
８
０
９
万

１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
土
木

費
に
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
改
修

事
業
費
等
と
し
て
１
億
３
８
５

７
万
１
０
０
０
円
、
教
育
費
に

小
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業
費
等

と
し
て
１
２
３
０
万
円
減
額
す

る
も
の
で
す
。
主
な
歳
入
内
容

は
、
市
税
に
１
億
１
０
０
万
円
、

地
方
交
付
税
に
２
億
７
４
９
０

万
１
０
０
０
円
、
繰
越
金
へ
３

億
４
６
０
万
９
０
０
０
円
を
追

加
し
、
国
庫
支
出
金
に
１
億
３

２
５
７
万
３
０
０
０
円
、
繰
入

金
に
１
億
３
６
０
１
万
１
０
０

０
円
、
諸
収
入
に
２
３
３
３
万

９
０
０
０
円
減
額
す
る
も
の
で
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
市
下
水
道
使
用
料
条
例
及
び

市
浄
化
槽
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
は
、
下
水
道
事

業
及
び
浄
化
槽
事
業
の
運
営
の

適
正
化
及
び
安
定
化
を
図
る
事

を
目
的
に
、
下
水
道
使
用
料
及

び
浄
化
槽
使
用
料
の
改
定
を
す

る
た
め
所
要
の
改
正
が
必
要
で

あ
り
、「
可
決
す
べ
き
も
の
」
と

し
た
厚
生
経
済
常
任
委
員
長
の

報
告
に
対
し
て
反
対
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論

佐
藤
浩
美
議
員　

物
価
高
騰
の

中
、
生
活
弱
者
に
対
し
て
の
減

免
制
度
も
な
く
値
上
げ
は
認
め

ら
れ
な
い
。
単
な
る
受
益
者
負

担
で
は
な
く
、
公
衆
衛
生
を
担

う
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
捉
え
、
下

水
道
の
経
営
安
定
化
を
市
全
体

で
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
出
し
も
必
要
と

考
え
反
対
。

◆
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
条

例
の
一
部
改
正
は
、
奥
野
田
児

童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
児
童
一
人

当
た
り
の
占
有
面
積
を
国
の
基

準
を
満
た
す
も
の
と
す
る
た
め
、

奥
野
田
地
域
に
児
童
ク
ラ
ブ
を

追
加
し
、
所
要
の
改
正
を
行
う

必
要
が
あ
り
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

◆
専
決
処
分
に
つ
い
て
は
、
衆

議
院
の
解
散
総
選
挙
に
伴
い
議

会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
い
た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
８
１
９
万
６
０
０
０
円
を

追
加
し
た
も
の
で
す
。
歳
出
は
、

総
務
費
へ
衆
議
院
議
員
選
挙
費

１
８
１
９
万
６
０
０
０
円
、
歳

入
は
、
国
庫
支
出
金
へ
同
額
を

追
加
し
た
も
の
で
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

4 月中に対象世帯に配布された下水道使用料・浄化槽使用料改定通知

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

討
論
・
採
決
に
よ
り
賛
成
多
数
で
可
決

疑
義
が
あ
る
た
め
反
対
。

■
委
員
長
報
告
に
賛
成
討
論

平
塚　

悟
議
員　

財
政
健
全
化

や
「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
、安
心
・

安
全
の
構
築
、
教
育
投
資
な
ど
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目

指
す
決
意
が
表
れ
た
本
市
21
年

目
の
重
要
予
算
で
あ
り
賛
成
。

◆
令
和
８
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算
は
、「
可
決

す
べ
き
も
の
」
と
し
た
予
算
決

算
常
任
委
員
長
の
報
告
に
対
し

て
反
対
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
委
員
長
報
告
に
反
対
討
論

佐
藤
浩
美
議
員　

子
育
て
支
援

の
必
要
性
は
認
め
る
が
、
そ
の

財
源
確
保
の
た
め
、
年
々
増
額

さ
れ
る
国
保
税
に
「
子
ど
も
子

育
て
支
援
金
」
を
上
乗
せ
徴
収

す
る
こ
と
は
、
市
民
へ
の
理
不

尽
な
負
担
増
で
あ
り
反
対
。

◆
令
和
７
年
度
後
期
高
齢
者
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

は
、
８
１
２
９
万
３
０
０
０
円

を
追
加
し
、
総
額
を
７
億
９
０

６
４
万
４
０
０
０
円
と
し
ま
し

た
。
歳
出
に
お
い
て
は
後
期
高

齢
者
広
域
連
合
納
付
金
に
８
１

２
９
万
３
０
０
０
円
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。
歳
入
内
容
は
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
９
０

０
０
万
円
を
追
加
し
、
繰
入
金

に
８
７
０
０
万
７
０
０
０
円
を

減
額
す
る
も
の
で
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◆
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

は
、
５
０
０
万
円
を
減
額
し
、

総
額
を
４
０
億
９
１
８
３
万
９

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
歳
出

内
容
は
、
保
険
納
付
費
に
５
０

０
万
円
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
内
容
は
、
国
民
健
康
保
険

税
に
３
３
０
０
万
円
を
追
加
し
、

県
支
出
金
に
５
０
０
万
円
、
繰

入
金
に
３
３
０
０
万
円
を
減
額

す
る
も
の
で
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

◆
市
甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校

施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
制
定
は
、
交
流
施

設
と
し
て
の
活
用
を
終
了
す
る

た
め
、
条
例
の
廃
止
を
行
う
も

の
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し

即
時
停
戦
を
求
め
る
意
見
書
は
、

反
対
・
賛
成
の
討
論
が
行
わ
れ

採
決
の
結
果
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

◆
副
市
長
に
、小
澤
清
孝
（
60
・

令和７年度山梨県広報コンクール
第７８号（3月定例会号）

勝
沼
町
勝
沼
）
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
萩
原
山
財
産
区
管
理
委
員
に
、

矢
崎
博
男
氏
（
75
・
塩
山
上
萩

原
）
丸
山
国
一
氏
（
71
・
塩
山

上
於
曽
）
青
柳
好
文
氏
（
67
・

塩
山
上
粟
生
野
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

GIKAI
TOPIC

令和８年１月２１日に山梨県広報コンクール合同
審査会が開催され、「議会広報紙部門（市の部）」
で「最優秀賞」に選ばれました。（昨年は優秀賞）
この７８号は令和７年に発行し、若者と議⾧との
対談を特集した内容をお送りしました。

最優秀賞
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会議録検索
システム

　
３
月
定
例
会
で
は
、
産
業
・
教
育
・

福
祉
な
ど
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
３
月

５
日
・
６
日
の
２
日
間
、
一
般
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　
詳
細
な
内
容
は
、
甲
州
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
の
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
３
月
定
例
会
会

議
録
を
市
立
図
書
館
な
ど
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。
掲
載
・
発
行
は
い
ず
れ
も
６
月

上
旬
の
予
定
で
す
。

質問議員 質問内容 ページ

髙野　浩一
（創生会）

①農業振興について
②市役所デジタル化について
③塩山体育館の空調設備の整備について
④観光振興について

12

渡邊　敬介
（創生会）

①ゴミ処理、処分方法について
②部活動の費用負担について
③交通における市民の安全確保について

13

土屋　憲一
（創生会）

①教員の勤務について
②地域公共交通の未来像
③歴史文化の景観維持の取り組み

14

飯島　孝也
（創生会）

①市役所の意欲維持や向上のためにできること
②勝沼ぶどうの丘が直営企業である理由
③教育移住や教育留学への取り組み

15

有賀　公子
（公明党）

①安心して暮らせるまちづくりについて
②防災・減災に強いまちづくりについて
③夏の暑さから市民の命を守る取り組みについて
④手話への理解・手話を広める取り組みについて

16

平塚　悟
（実来リンクス）

①�令和８年度一般会計当初予算　財政健全化と未来への
投資について
②勝沼ぶどうの丘事業について
③持続可能な観光と産業振興へ向けた地域マネジメント

17

山賀　沙耶
（実来リンクス）

①人口減少問題と男女格差
②多様な家族が安心して暮らせる行政サービスについて 18

小林真理子
（新政会）

①市道西広門田 33号線について
②指定管理者導入施設「大菩薩の湯」等について 19

丸山　国一
（実来リンクス）

①創意に満ちた活力ある産業のまちづくり
②健やかに心ふれあう健康福祉のまちづくり
③快適で安心して暮らせるまちづくり
④心豊かな人を育む教育文化のまちづくり
⑤市の課題として

20

橋爪　孝裕
（実来リンクス）

①甲州市消防団の持続可能性について
②国民健康保険税制度について
③市役所の開庁時間短縮について

21

佐藤　浩美
（日本共産党）

①地域公共交通について
②�国の「小学校給食無償化」実施に伴い新たな子育て支援
策を
③包括的性教育について

22

佐藤　照幸
（創生会）

①健康寿命延伸について
②中山間地域小学校の存続について 23

※一般質問の発言順序は抽選により決定しています。

12 人の議員が12 人の議員が
　 市政を問う！　 市政を問う！

種別
議案
番号

議員名

案件名

議
会
広
報

掲
載
ペ
ー
ジ

山
賀
　
沙
耶

渡
邊
　
敬
介

橋
爪
　
孝
裕

土
屋
　
憲
一

佐
藤
　
照
幸

荻
原
　
哲
也

有
賀
　
公
子

佐
藤
　
浩
美

相
沢
　
俊
行

平
塚
　
　
悟

小
林
真
理
子

飯
島
　
孝
也

髙
野
　
浩
一

青
柳
　
好
文

高
畑
　
一
幸

葊
瀬
　
明
弘

丸
山
　
国
一

結
　
　
　
果

3
月
定
例
会

承認案 承認
第1号 専決処分の承認を求めることについて P.  8 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
　
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇承認

条例案

議案
第1号

甲州市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例制
定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決

議案
第2号

甲州市下水道使用料条例及び甲州市浄化槽の整備に関する条例の一
部を改正する条例制定について

P.  8
P.24 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第3号

甲州市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定に
ついて

〇 〇

議案
第4号

甲州市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例制定について P.24

議案
第5号 甲州市職員給与条例の一部を改正する条例制定について
議案

第6号 甲州市放課後児童健全育成条例の一部を改正する条例制定について P.  8
P.24 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第7号

甲州市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例制定について P.24

議案
第8号

甲州市甲斐の国大和自然学校施設設置及び管理条例を廃止する条例
制定について P.  9

議案
第30号 甲州市介護保険条例の一部を改正する条例制定について

予算案

議案
第9号 令和８年度甲州市一般会計予算 P.4,5

P.  9 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決

議案
第10号 令和８年度甲州市国民健康保険事業特別会計予算 P.  6

P.  9 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案

第11号 令和８年度甲州市診療所事業特別会計予算 P.  6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案

第12号 令和８年度甲州市後期高齢者医療特別会計予算 P.  6 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案

第13号 令和８年度甲州市介護保険事業特別会計予算 P.  6

議案
第14号 令和８年度甲州市大藤財産区特別会計予算

議案
第15号 令和８年度甲州市神金財産区特別会計予算

議案
第16号 令和８年度甲州市萩原山財産区特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第17号 令和８年度甲州市竹森入財産区特別会計予算

議案
第18号 令和８年度甲州市岩崎山保護財産区管理会特別会計予算

議案
第19号 令和８年度甲州市水道事業会計予算 P.  7

議案
第20号 令和８年度甲州市下水道事業会計予算 P.  7 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第21号 令和８年度甲州市勝沼ぶどうの丘事業会計予算 P.  7

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議案
第22号 令和８年度甲州市勝沼病院事業会計予算 P.  7

補正
予算案

議案
第23号 令和７年度甲州市一般会計補正予算（第 11 号）

〇 可決

議案
第24号 令和７年度甲州市一般会計補正予算（第 12 号） P.  8

P.25

議案
第25号 令和７年度甲州市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

議案
第26号 令和７年度甲州市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） P.  9 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第27号 令和７年度甲州市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） P.  9

議案
第28号 令和７年度甲州市勝沼病院事業会計補正予算（第１号）

議案
第31号 令和 7 年度甲州市一般会計補正予算 ( 第 13 号 ) P.25

その他
の案件

議案
第29号 甲州市過疎地域持続的発展計画を定めることについて P.24 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇可決

人事
案件

議案
第32号 副市長の選任について P.  9 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意
議案

第33号 萩原山財産区管理委員の選任について P.  9 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 除 〇 〇 除
議案

第34号 固定資産評価員の選任について
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇議案

第35号 人権擁護委員の候補者の推薦について

議員
発議案

発議案
第1号 甲州市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇可決
発議案
第2号 米国とイスラエルに対し即時停戦を求める意見書の提出について P.  9 ● ● ● ● ● 〇 ● 〇 △ ● ● ● ● ● ● ●否決

（賛成＝〇　反対＝●　退席＝△　除
※
斥＝除　欠席＝欠）

令和８年３月定例会議案等議決結果一覧表

◀国際女性デーである3月 8日に合わせ、本会議（一般質問）
では、有賀議員の呼びかけにより、昨年に続き市議会議員や市当
局らが国際女性デーのシンボルである「ミモザ」のコサージュを
身につけて本会議に臨みました。

GI
KA
I

TO
PI
C

※議題となった案件と一定の利害関係にある議員は、その審議に加わることができない制度
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答問

議員

答
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髙野　浩一
創生会

ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
導
入
は

活
用
可
能
な
施
設
を
研
究
す
る

問　

令
和
４
年
以
降
の
果
実
盗

難
の
年
次
別
件
数
と
被
害
額
は
。

答　

令
和
３
年
以
降
は
発
生
件

数
が
減
少
し
、
毎
年
１
件
程
度

で
あ
る
。

問　

大
幅
に
減
っ
た
要
因
は
。

答　

警
察
に
よ
る
重
点
的
な
取

り
締
ま
り
実
施
に
加
え
、
市
に

お
い
て
は
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
夜
間
監
視
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し

被
害
分
析
を
行
い
、
収
穫
期
に

合
わ
せ
た
時
間
帯
別
、
区
域
別

の
傾
向
を
踏
ま
え
た
巡
回
警
備

を
実
施
。
併
せ
て
消
防
団
に
よ

る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、
生
産
者

や
地
域
住
民
に
よ
る
見
回
り
の

徹
底
、
注
意
喚
起
看
板
に
よ
る
。

問　

今
年
の
具
体
的
方
針
は
。

答　

効
果
が
み
ら
れ
て
い
る
夜

間
警
備
体
制
を
基
本
に
、
警
察

と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
収

穫
期
の
重
点
警
戒
や
迅
速
な
情

報
共
有
を
徹
底
し
、
既
存
の
連

帯
体
制
を
着
実
に
機
能
さ
せ
る
。

問　

防
犯
対
策
と
ス
マ
ー
ト
農

業
一
体
的
推
進
戦
略
の
考
え
は
。

答　

将
来
を
見
据
え
た
一
つ
の

考
え
で
あ
り
、
調
査
研
究
を
進

め
る
。

問　

Ｄ
※

Ｘ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
目
的
と
成
果
は
。

答　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及

び
庁
内
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

問　

今
後
ど
の
よ
う
な
組
織
体

制
で
デ
ジ
タ
ル
改
革
を
進
め
て

い
く
の
か
問
う
。

答　

自
治
体
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
推
進
を
見
据
え
デ
ジ
タ

ル
専
門
人
材
を
登
用
す
る
。

問　

市
内
の
体
育
館
や
公
民
館

の
カ
ギ
の
管
理
を
市
民
に
依
頼

し
て
い
る
施
設
数
は
。

答　

塩
山
地
区
の
学
校
開
放
体

育
館
10
施
設
、
上
粟
生
野
体
育

館
及
び
地
区
公
民
館
９
施
設
で

合
計
20
施
設
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
を

導
入
す
る
考
え
は
。

答　

ど
の
よ
う
な
施
設
で
活
用

が
可
能
か
研
究
す
る
。

問　

塩
山
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
整
備
の
理
由
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
問
う
。

答　

市
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠

点
施
設
で
あ
る
。
令
和
８
年
度

冷
暖
房
方
式
の
比
較
選
定
、
基

本
設
計
、実
施
計
画
を
行
い
、令

和
９
年
度
改
修
工
事
の
予
定
。

問　

財
源
及
び
維
持
管
理
の
見

通
し
を
問
う
。

答　

基
本
設
計
費
用
８
６
９
万

円
に
ふ
る
さ
と
支
援
基
金
か
ら

８
０
０
万
円
を
充
て
る
。

問　

小
中
学
校
へ
の
展
開
は
。

答　

特
別
教
室
へ
の
空
調
設
備

設
置
事
業
終
了
後
に
体
育
館
を

検
討
す
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

問　

市
と
塩
山
温
泉
郷
の
関
係

性
を
問
う
。

答　

源
泉
は
市
が
所
有
し
、
各

温
泉
旅
館
は
使
用
料
を
払
い
源

泉
を
使
用
し
て
い
る
。
市
の
管

理
は
ポ
ン
プ
及
び
貯
湯
槽
ま
で
。

問　

塩
山
温
泉
郷
を
地
域
全
体

の
価
値
向
上
へ
波
及
さ
せ
る
総

合
的
な
戦
略
の
見
解
は
。

答　

温
泉
郷
単
体
で
は
な
く
、

ワ
イ
ン
や
フ
ル
ー
ツ
、
大
菩
薩

峠
な
ど
本
市
が
誇
る
多
様
な
観

光
資
源
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

※�デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）とは、単なるＩＴ化やデジタル化とは異なり、
企業のビジネスモデルや組織文化そのものを変革する取り組み。

令和３年に行われた
果実盗難抑止ドローン運用

実証実験の様子
（株式会社 JDRONE）

空調設備整備の設計を行う塩山体育館

プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

交
通
安
全
対
策
は

交
通
事
故
削
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

渡邊　敬介
創生会

　サーキュラーエコノミーを
わかりやすく、行動しやすく

するサイト
（経済産業省 HP）

多くの家庭系一般廃棄物が甲府・峡東クリーンセンターに
持ち込まれている

※１　�家庭で使わなくなった小型家電、楽器、自転車などの不用品を、指定日時にジット株式会社が
市役所駐車場にて買い取る事業。電話による事前予約制

※２　�Probe data。走行中の車両から取得される、位置・速度・通過時間・急ブレーキなどの挙動
に関する時系列データ

問　

近
年
、
国
で
打
ち
出
し
て

い
る
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
」
の
視
点
を
持
つ
必
要
性

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ

ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
作
っ
て
、

使
っ
て
、
捨
て
る
」
と
い
う
一

方
向
型
の
社
会
か
ら
、「
作
る
、

使
う
、
生
か
す
」
の
資
源
循
環

型
経
済
社
会
へ
転
換
し
て
い
こ

う
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
こ

れ
は
単
な
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
と
ど
ま
ら
ず
、
製
品
の
設

計
段
階
か
ら
再
使
用
や
再
資
源

化
を
前
提
と
し
、
地
域
内
で
資

源
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
環

境
負
荷
の
低
減
や
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
も
つ
な
が
る
重
要
な

視
点
。
本
市
で
は
、
リ
ユ
ー
ス

活
動
を
目
的
と
し
た
ジ
※
１

ッ
ト
リ

ユ
ー
ス
Ｄ
Ａ
Ｙ
事
業
な
ど
、
サ

ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
考

え
方
を
踏
ま
え
た
施
策
を
推
進

し
て
い
る
。

問　

部
活
動
の
遠
征
費
補
助
の

内
容
や
考
え
方
、
対
象
と
な
る

大
会
の
範
囲
を
問
う
。

答　

中
学
生
各
種
大
会
参
加
派

遣
費
補
助
金
交
付
要
綱
を
定
め
、

助
成
を
行
っ
て
い
る
。
運
動
部

で
は
、
関
東
及
び
日
本
中
学
校

体
育
連
盟
が
主
催
ま
た
は
共
催

す
る
大
会
で
、
地
区
大
会
等
を

経
て
出
場
権
を
獲
得
し
た
関
東

及
び
全
国
中
学
校
各
種
目
別
大

会
。
文
化
部
で
は
、
部
門
別
に

組
織
す
る
団
体
に
お
い
て
主
催

ま
た
は
共
催
す
る
大
会
で
、
地

区
大
会
等
を
経
て
出
場
権
を
獲

得
し
た
関
東
及
び
全
国
大
会
が

対
象
。
対
象
経
費
は
宿
泊
費
と

旅
費
で
あ
る
。

問　

遠
征
費
に
対
す
る
公
費
負

担
の
考
え
方
や
、
補
助
の
基
準

に
つ
い
て
、
地
域
移
行
後
も
同

様
の
水
準
を
維
持
す
る
考
え
か
。

答　

部
活
動
地
域
展
開
に
係
る

状
況
に
関
し
て
、
競
技
種
目
ご

と
に
大
会
参
加
資
格
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
課
題
と
な
っ
て
い

る
。今
後
の
動
向
を
注
視
し
、適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

問　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
、

歩
行
者
目
線
と
ド
ラ
イ
バ
ー
目

線
そ
れ
ぞ
れ
で
、
標
識
・
路
面

標
示
の
設
置
基
準
及
び
更
新
基

準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

歩
行
者
目
線
で
は
、
教
育

委
員
会
の
通
学
路
安
全
点
検
で

の
要
望
箇
所
や
、
区
長
か
ら
申

請
が
あ
っ
た
場
合
等
に
、
速
や

か
に
各
道
路
管
理
者
と
協
議
し
、

標
識
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
目
線
で
は
、
建
設

課
に
よ
る
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、
市
民
を
は
じ
め
警
察
等

の
関
係
機
関
よ
り
電
話
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
専
用
ア
プ
リ
等
を
通
じ
て

寄
せ
ら
れ
る
情
報
を
基
に
、
路

面
標
示
の
摩
耗
や
欠
損
な
ど
の

異
常
を
把
握
し
対
応
し
て
い
る
。

交
通
事
故
多
発
箇
所
に
関
し
て

は
、
日
下
部
警
察
署
か
ら
注
意

喚
起
の
標
識
設
置
の
要
望
を
受

け
、
対
応
し
て
い
る
。　

問　

プ
※
２

ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

日
々
の
ド
ラ
イ
バ
ー
目
線

で
の
デ
ー
タ
集
積
は
、
交
通
安

全
対
策
に
非
常
に
有
効
な
デ
ー

タ
。
危
険
な
運
転
を
し
て
い
る

箇
所
を
把
握
で
き
た
場
合
、
注

意
喚
起
看
板
設
置
な
ど
で
交
通

事
故
削
減
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。



問

議員

答問

議員

答
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土屋　憲一
創生会

教
員
の
働
き
方
改
革
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

実
施
計
画
を
策
定
し
、

学
校
と
一
体
と
な
り
推
進
す
る

問　

教
職
員
の
勤
務
状
況
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答　

勤
怠
の
確
認
は
、
統
合
型

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
で
行
っ
て

い
る
。
端
末
の
電
源
を
入
れ
る

と
勤
務
開
始
が
記
録
さ
れ
、
電

源
を
切
る
と
退
勤
と
な
る
シ
ス

テ
ム
、
県
教
育
委
員
会
に
て
個

人
ご
と
に
集
計
さ
れ
て
い
る
。

問　

教
※
１

職
員
調
整
額
が
４
％
か

ら
10
％
に
段
階
的
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
背
景
は
。

答　

教
職
の
魅
力
を
向
上
し
、

優
れ
た
人
材
を
確
保
す
る
こ
と

に
よ
り
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち

の
よ
り
よ
い
教
育
を
実
現
す
る

た
め
で
あ
る
。

問　

保
護
者
と
の
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
解
決
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

答　

県
教
育
委
員
会
で
は
関
係

者
か
ら
の
過
剰
な
要
求
等
へ
の

対
応
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。
長

時
間
の
拘
束
、
名
誉
棄
損
、
暴

言
、
威
嚇
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
投

稿
等
が
過
剰
な
要
求
に
当
た
り
、

学
校
全
体
で
組
織
的
に
対
応
す

る
必
要
性
や
、
ス
※
２

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ

ー
、
警
察
等
と
連
携
し
て
い
く
。

問　

教
員
の
働
き
方
改
革
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

地
方
教
育
委
員
会
に
は
、

教
職
員
に
関
す
る
業
務
量
管

理
・
健
康
確
保
措
置
実
施
計
画

の
策
定
、
公
表
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
。目
標
達
成
の
た
め
に
、ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
や
管

理
職
向
け
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

修
を
実
施
し
、
学
校
と
一
体
と

な
り
推
進
し
て
い
く
。

問　

塩
山
地
区
の
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
今
後
の
取
り
組
み
と
、
乗

り
方
説
明
会
の
実
績
は
。

答　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
に

お
い
て
、
車
両
５
台
の
入
れ
替

え
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
令

和
８
年
１
月
か
ら
２
月
に
か
け

て
塩
山
地
域
36
カ
所
で
乗
り
方

説
明
会
を
開
催
し
、
１
３
５
人

の
新
規
登
録
者
が
あ
っ
た
。

問　

勝
沼
・
大
和
地
域
で
実
施

予
定
の
利
用
者
状
況
調
査
の
内

容
は
。

答　

勝
沼
循
環
バ
ス
・
市
縦
断

線
の
運
行
状
況
や
、
バ
ス
停
別

の
乗
降
者
数
、
出
発
地
か
ら
目

的
地
ま
で
の
利
用
実
態
の
調
査

を
行
う
。

問　

利
用
者
状
況
調
査
の
結
果

を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

答　

市
民
及
び
観
光
客
の
利
用

実
態
を
分
析
し
、
令
和
８
年
度

に
改
定
す
る
市
地
域
公
共
交
通

計
画
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

す
る
。

問　

地
域
に
根
差
し
た
歴
史
や

文
化
を
背
景
に
、
良
好
な
景
観

形
成
を
維
持
し
て
い
る
が
、
将

来
に
向
け
た
景
観
形
成
の
取
り

組
み
は
。

答　

市
全
域
を
対
象
に
建
築
物

等
の
形
態
や
規
制
と
し
て
の
色

彩
な
ど
に
つ
い
て
基
準
を
定
め
、

届
出
制
度
に
よ
り
周
辺
景
観
と

の
調
和
を
図
り
、
良
好
な
景
観

形
成
を
推
進
し
て
い
く
。

問　

景
観
計
画
に
お
い
て
市
民

が
活
用
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な

留
意
点
が
必
要
か
。

答　

地
域
の
特
性
や
実
情
を
踏

ま
え
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

地
域
に
お
け
る
日
々
の
取
り
組

み
の
積
み
重
ね
が
良
好
な
景
観

形
成
に
つ
な
が
る
。

※１　公立学校の教員に対して、超過勤務手当の代わりに給与月額の4％を一律支給する制度。令和８年１月より段階的に１０％となる
※２　学校や教育委員会に所属し、いじめ、不登校、体罰、保護者対応、学校事故などの問題に
　　　対して法的観点から助言を行う弁護士

甲州市デマンドバスについて
（市 HP）

利用者が安心して利用できるよう取り組んでいる
デマンドバス

教
育
を
人
口
政
策
の
柱
と
す
る

考
え
は
あ
る
か飯島　孝也

創生会

小・中学校施設一覧

（市 HP）

クラウドファンディングを活用し、大規模改修工事
予定の勝沼ぶどうの丘ふれあい交流館（天空の湯）

問　

市
役
所
の
意
欲
向
上
の
た

め
に
は
、
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
市

役
所
の
組
織
目
標
・
個
人
目
標

は
、
客
観
的
に
評
価
で
き
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
か
。

答　

所
属
長
が
組
織
目
標
を
設

定
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
個
人
目

標
を
定
め
て
い
る
。
評
価
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
研
修
を

行
い
、
納
得
性
の
高
い
人
事
評

価
を
通
じ
て
職
員
の
能
力
向
上

に
つ
な
げ
て
い
る
。

問　

職
員
の
意
欲
を
高
め
る
上

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
人

事
異
動
等
に
反
映
し
て
い
る
か
。

答　

業
務
経
験
や
研
修
、
異
動

希
望
調
査
、
人
事
評
価
を
踏
ま

え
て
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
を
把
握

し
て
い
る
。
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
等
を
考
慮
し
、
人
材
育

成
と
適
材
適
所
の
配
置
を
行
い
、

人
事
評
価
の
結
果
は
賞
与
や
昇

給
に
反
映
し
て
い
る
。

問　

ぶ
ど
う
の
丘
は
独
立
採
算

を
前
提
と
し
な
が
ら
、
補
助
金

や
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
な
ど

の
公
金
が
投
入
さ
れ
る
理
由
は
。

答　

観
光
振
興
や
地
域
ブ
ラ
ン

ド
発
信
な
ど
の
政
策
目
的
を
担

う
公
共
施
設
で
あ
り
、
公
益
性

の
高
い
事
業
や
将
来
へ
の
投
資

と
し
て
、
公
的
資
金
を
活
用
し

て
い
る
。

問　

今
後
も
直
営
を
継
続
し
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等

を
活
用
す
る
の
か
。
ま
た
は
経

営
形
態
の
見
直
し
を
行
う
の
か
。

答　

当
面
は
直
営
を
基
本
に
経

営
改
革
と
財
源
の
多
様
化
を
進

め
る
。
ま
た
、
経
営
戦
略
の
見

直
し
の
中
で
、
民
間
活
力
の
導

入
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問　

ま
ち
づ
く
り
公
社
と
事
業

領
域
の
重
複
が
推
認
さ
れ
る

が
、
一
体
的
な
運
営
を
す
る
考

え
は
。

答　

ぶ
ど
う
の
丘
の
経
営
基
盤

を
強
化
し
、
連
携
体
制
を
構
築

し
て
市
全
体
の
公
益
最
大
化
に

つ
な
が
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問　

教
育
委
員
会
は
、
人
口
減

少
、
年
少
人
口
の
減
少
を
「
教

育
の
危
機
」
と
し
て
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

答　

児
童
数
や
教
職
員
数
の
減

少
に
よ
り
、
共
同
的
な
学
び
や

学
校
運
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
学
び
を
保
障
す
る

た
め
、
適
正
規
模
・
適
正
配
置

の
検
討
を
目
的
に
学
校
再
編
審

議
会
を
設
置
し
た
。

問　
「
学
校
の
魅
力
化
」
に
取

り
組
み
、
そ
れ
を
「
学
校
カ
ル

テ
」
と
し
て
ま
と
め
、
情
報
発

信
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る

が
、
市
は
教
育
移
住
を
見
据
え

て
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　

地
域
と
連
携
し
た
取
り
組

み
に
よ
り
、
各
学
校
の
特
色
や

魅
力
を
発
信
し
て
お
り
、
今
後

も
継
続
し
て
い
く
。

問　

教
育
移
住
や
教
育
留
学
を

制
度
化
し
、
人
口
政
策
の
柱
と

し
て
位
置
付
け
る
考
え
は
あ
る

か
。

答　

教
育
留
学
は
課
題
が
多
く

全
国
の
状
況
を
調
査
研
究
す
る

必
要
が
あ
る
。

答　

教
育
長　

人
口
減
少
対
策

や
新
た
な
制
度
は
考
え
て
い
な

い
。
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
甲

州
教
育
を
、
現
在
お
よ
び
将
来

の
子
ど
も
た
ち
に
確
実
に
保
障

し
、
学
校
教
育
を
つ
な
い
で
い

く
こ
と
を
大
前
提
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い



問
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議員

答
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問　

本
市

答　

有賀　公子
公明党

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う

見
守
り
や
熱
中
症
対
策
の
強
化
や
、

手
話
言
語
条
例
で
共
生
社
会
を
実
現
す
る

問　

高
齢
者
の
単
身
世
帯
が
急

増
し
、
孤
独
死
な
ど
を
防
ぐ
見

守
り
体
制
の
強
化
が
地
域
社
会

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
本
市

の
現
状
と
支
援
体
制
や
課
題
に

つ
い
て
問
う
。

答　

直
近
５
年
間
で
高
齢
者
単

身
世
帯
は
15
％
増
加
し
見
守
り

体
制
の
強
化
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
相
談
窓
口
と
な
り
サ
ー
ビ

ス
に
結
び
つ
け
て
い
る
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
今
後
の

取
り
組
み
の
考
え
は
。　

 

答　

現
在
は
配
食
サ
ー
ビ
ス
や

ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の
緊
急
通
報
機

器
の
無
償
貸
与
等
を
実
施
し
支

援
し
て
い
る
。
今
後
は
他
市
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
高
度
な
見

守
り
機
器
の
導
入
状
況
や
費
用

等
も
調
査
し
本
市
の
体
制
を
強

化
し
て
い
く
。

問　

１
１
０
番
や
救
急
相
談
の

＃
７
１
１
９
な
ど
を
、
誰
も
が

す
ぐ
分
か
る
緊
急
時
連
絡
先
一

覧
表
と
し
て
作
成
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。 

答　

各
課
が
個
別
に
周
知
し
て

い
る
が
、
一
刻
を
争
う
状
況
下

で
適
切
な
窓
口
へ
つ
な
が
る
環

境
の
整
備
は
大
変
有
効
で
あ
る
。

ま
た
、
全
戸
配
布
す
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
冊
子
内
に
、
防
災
や

救
急
に
関
連
す
る
緊
急
時
の
連

絡
先
一
覧
を
掲
載
し
、
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
情
報
発
信
の
検
討

も
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

災
害
の
甚
大
化
に
伴
い
、

避
難
所
宿
泊
体
験
を
す
る
こ
と

は
防
災
意
識
の
向
上
に
有
効

だ
。
よ
り
多
く
の
市
民
や
子
ど

も
が
参
加
で
き
る
訓
練
へ
の
取

り
組
み
は
。 

答　

各
地
区
の
宿
泊
体
験
は
備

蓄
準
備
等
の
た
め
に
も
有
意
義

だ
。
大
藤
地
区
の
成
果
を
生
か

し
、
短
時
間
で
の
体
験
や
特
定

の
工
程
に
絞
っ
た
訓
練
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
訓
練

を
支
援
す
る
。
子
ど
も
に
は
自

助
や
共
助
を
学
び
、
命
を
守
る

意
識
を
醸
成
す
る
仕
組
み
を
担

当
課
と
共
に
協
議
を
行
う
。

問　

連
日
の
猛
暑
か
ら
小
中
学

生
を
守
る
熱
中
症
対
策
は
急
務

だ
。
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
や
新
規
設
置
の
進
捗

は
。
ま
た
今
後
の
対
応
は
。

答  

市
内
小
中
学
校
に
は
27
台

の
冷
水
機
を
設
置
し
て
い
る
が

水
筒
へ
直
接
給
水
で
き
る
機
器

で
は
な
い
た
め
、
新
た
に
冷
水

を
補
給
で
き
る
機
器
を
設
置
し

児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
く
。ま
た
、家

庭
内
の
熱
中
症
予
防
に
も
資
す

る
省
エ
ネ
エ
ア
コ
ン
普
及
促
進

事
業
も
継
続
実
施
す
る
た
め
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。 

問　

市
民
に
手
話
を
広
め
理
解

を
深
め
る
取
り
組
み
が
必
要

だ
。
今
後
の
新
た
な
展
開
と
共

生
社
会
実
現
に
向
け
た
手
話
言

語
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
問

う
。

答　

市
長　

令
和
８
年
４
月
の

広
報
か
ら
、
日
常
生
活
の
中
で

活
用
で
き
る
簡
単
な
手
話
の
紹

介
コ
ー
ナ
ー
の
連
載
を
開
始
す

る
。
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

必
要
な
情
報
を
円
滑
に
得
ら
れ
、

安
心
な
市
を
目
指
し
手
話
言
語

条
例
の
制
定
を
着
実
に
進
め
る
。

私
も
職
員
研
修
に
参
加
し
、
手

話
の
学
習
に
努
め
て
い
く
。

鳥取県の手話チャンネル
「とっとり動画ちゃんねる」

（鳥取県 HP）

現在市内小学校に設置されている冷水機

自
動
運
転
タ
ク
シ
ー
に
取
り
組
む

意
義
と
期
待
さ
れ
る
効
果
は

観
光
面
で
の
優
位
性
や
地
域
交
通
の

課
題
解
決
に
寄
与
で
き
る

平塚　　悟
実来リンクス

㈱ふじよしだまちづくり公社
（公式 HP）

菱山地内のホテル建設開始に向け地鎮祭が行われた

問　

本
市
の
財
政
状
況
と
自
主

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

答　

地
方
交
付
税
に
依
存
し
て

い
る
状
況
で
は
あ
る
が
、
実
質

公
債
費
比
率
な
ど
の
指
標
は
改

善
傾
向
に
あ
る
。
自
主
財
源
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
推
進
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な

自
主
財
源
の
確
保
に
取
り
組
む
。

問　

ふ
る
さ
と
支
援
基
金
繰
出

金
の
増
大
要
因
を
ど
う
分
析

し
、
充
当
先
は
既
存
事
業
と
将

来
投
資
に
区
別
し
て
い
る
か
。

答　

先
行
受
付
分
返
礼
品
の
増
、

物
価
高
騰
に
よ
り
事
業
費
も
増

加
し
て
い
る
。
新
規
事
業
を
含

め
未
来
投
資
と
し
て
妥
当
で
あ

る
。

問　

ま
ち
づ
く
り
公
社
設
立
に

際
し
、
責
任
あ
る
運
営
を
問
う
。

自
立
的
に
稼
ぐ
こ
と
や
、
専
門

性
を
持
つ
人
材
の
登
用
、
適
切

な
関
係
性
の
構
築
は
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
受

託
と
具
体
的
な
計
画
の
策
定
、

事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
。
令

和
８
年
度
に
は
地
域
活
性
化
起

業
人
を
採
用
し
、
設
立
準
備
や

計
画
策
定
な
ど
、
市
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
予
定
。

問　

勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
事
業
に

つ
い
て
、
業
績
推
移
の
総
括
と

優
先
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

答　

開
館
50
周
年
の
節
目
と
し

て
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
商
品
開

発
、
高
付
加
価
値
化
や
料
金
の

適
正
化
に
よ
り
、
前
年
同
期
を

上
回
る
売
り
上
げ
実
績
を
確
保

で
き
た
。
経
営
課
題
と
し
て
は
、

①
施
設
の
改
修
と
投
資
②
選
ば

れ
る
施
設
と
な
る
魅
力
向
上
③

人
材
の
確
保
と
育
成
、
の
３
つ

が
挙
げ
ら
れ
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
多
角
的
活

用
に
つ
い
て
問
う
。

答　

発
信
力
の
あ
る
民
間
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
最
大
限
活
用

し
、
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
。

問　

次
期
経
営
戦
略
の
策
定
に

向
け
て
、
抜
本
的
な
経
営
改
革

の
道
筋
を
問
う
。

答　

計
画
的
な
施
設
改
修
と
投

資
、
財
務
基
盤
の
強
化
、
専
門

家
を
受
け
入
れ
、
地
域
経
済
の

飛
躍
を
牽
引
す
る
拠
点
と
す
る
。

答　

事
業
管
理
者　

公
営
企
業

と
し
て
利
益
を
出
す
た
め
に
、

市
長
と
相
談
し
、管
理
運
営
、健

全
経
営
を
目
指
す
。

問　

勝
沼
の
文
化
的
景
観
事
業

に
関
し
て
、
進
捗
状
況
並
び
に
、

調
査
で
裏
付
け
ら
れ
た
文
化
的

景
観
の
価
値
を
、
今
後
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
問
う
。

答　

文
化
庁
や
県
と
の
協
議
を

行
っ
た
結
果
、
選
定
の
申
出
を

見
送
っ
た
。
今
後
は
農
村
文
化

や
農
村
景
観
を
地
域
シ
ス
テ
ム

と
し
て
保
全
し
、
次
世
代
へ
の

継
承
を
行
う
。
ま
た
、
世
界
農

業
遺
産
、
日
本
遺
産
と
連
携
を

強
化
し
、
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
の
策
定
を
目
指
す
。

問　

自
動
運
転
タ
ク
シ
ー
の
実

証
運
行
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

答　

勝
沼
地
域
に
お
い
て
、
移

動
需
要
と
生
活
交
通
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
県
、
関
係
者

と
連
携
を
図
り
、
持
続
可
能
な

地
域
交
通
モ
デ
ル
を
検
証
す
る
。

問　

将
来
の
観
光
地
経
営
の
在

り
方
と
し
て
、
宿
泊
税
の
導
入

に
つ
い
て
問
う
。

答　

市
長　

ホ
テ
ル
建
設
の
前

に
宿
泊
税
を
盛
り
込
ん
だ
方
が

よ
い
と
思
う
。
既
存
の
旅
館
等

も
加
味
し
て
検
討
し
て
い
く
。
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問　

本
市

答　

山賀　沙耶
実来リンクス

若
い
女
性
の
転
出
を
人
口
戦
略
上
の

重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
か

若
年
女
性
の
流
出
防
止
と

Ｕ
タ
ー
ン
促
進
と
い
う
観
点
も
重
要

問　

若
い
女
性
が
進
学
や
就
職

で
市
外
に
出
た
後
戻
っ
て
こ
な

い
こ
と
に
つ
い
て
、
本
市
の
人

口
戦
略
上
の
重
要
課
題
と
認
識

し
て
い
る
か
。

答　

若
い
女
性
の
転
出
が
多
い

と
い
う
実
態
は
、
人
口
の
社
会

減
と
自
然
減
、
そ
の
ど
ち
ら
に

も
作
用
す
る
重
大
な
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
る
が
、
男
女
を
区

別
し
性
別
ご
と
の
戦
略
は
立
て

て
い
な
い
。
し
か
し
、
若
年
女

性
の
流
失
防
止
は
今
後
の
施
策

に
反
映
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

問　

若
い
女
性
の
転
出
が
多
い

理
由
、
進
学
や
就
職
で
市
外
に

出
た
後
戻
っ
て
こ
な
い
理
由
に

つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
等
の
具
体
的
な
調
査
を

実
施
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答　

実
施
は
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
女
性
も
働
き
が
い
を
感

じ
、
能
力
を
磨
き
発
揮
で
き
る

環
境
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。県
で
は
、結
婚
や
出
産

な
ど
何
が
課
題
な
の
か
統
計
的

に
可
視
化
し
た
未
来
幸
路
を
発

表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
本

市
の
合
計
特
殊
出
生
率
に
影
響

を
及
ぼ
す
地
域
力
は
平
均
を
下

回
る
が
、
子
育
て
基
盤
や
家
族

の
協
働
力
は
平
均
を
上
回
る
分

析
が
出
た
。
そ
こ
で
、
今
後
も

女
性
を
含
め
若
年
層
の
雇
用
や

定
住
と
い
っ
た
観
点
を
重
視
し
、

人
口
対
策
を
進
め
て
い
く
。

問　

リ
ー
ダ
ー
職
と
比
較
す
る

と
課
長
職
の
女
性
の
割
合
が
大

き
く
低
下
し
て
い
る
要
因
を
ど

の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。 

答　

女
性
が
昇
任
す
る
に
当
た

っ
て
、
性
別
に
よ
る
差
は
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
で
昇
任
試
験

を
辞
退
す
る
職
員
も
、
男
女
問

わ
ず
一
定
数
い
る
。

問　

男
女
格
差
の
解
消
に
向

け
、
女
性
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
や
、
管
理
職
向
け
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
理
解
研
修
な
ど
を
実

施
し
て
い
く
の
か
。

答　

令
和
４
年
３
月
に
第
３
次

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
を
策
定
し
、
関
係
各
課
が
連

携
し
各
施
策
を
展
開
。
女
性
職

員
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
研
修
会
や
差
別
や
偏
見
の

な
い
甲
州
市
を
目
指
し
て
の
講

習
会
等
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

本
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
が
で
き
て
４
年
が

経
過
し
た
が
、
現
在
の
市
民
間

で
の
認
知
度
を
問
う
。

答　

市
男
女
共
同
参
画
推
進
委

員
会
で
は
、
お
よ
っ
ち
ょ
い
祭

り
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

毎
年
度
実
施
し
、
回
答
者
の
５

割
以
上
が
制
度
を
認
知
し
て
い

る
と
の
結
果
が
出
て
い
る
。

問　

日
常
的
に
窓
口
を
利
用
す

る
市
民
に
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
人
も
い
る
と
い
う
前
提
に

立
ち
、
接
遇
や
事
務
対
応
に
つ

い
て
職
員
向
け
の
研
修
や
情
報

共
有
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
を
行

う
考
え
は
あ
る
か
。

答　

市
で
は
窓
口
等
で
気
持
ち

よ
い
接
遇
を
す
る
た
め
の
基
本

的
事
項
を
整
理
し
た
「
さ
わ
や

か
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
周
知

し
運
用
し
て
い
る
。
多
様
な
方

に
向
け
た
対
応
方
法
等
は
、
今

後
国
や
県
か
ら
収
集
し
た
情
報

を
基
に
、
庁
内
連
携
を
図
り
職

員
に
周
知
し
て
い
く
。
現
行
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
必
要
に
応
じ
た

追
加
を
行
う
よ
う
検
討
す
る
。

市パートナーシップ宣誓制度
（市 HP）

甲州市で発行されたパートナーシップ宣誓書及び受領証

大
菩
薩
の
湯
を
起
業
な
ど
新
た
な

挑
戦
の
場
と
し
て
提
供
で
き
な
い
か

若
者
定
着
や
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る

視
点
だ
と
考
え
、
研
究
し
て
い
く

小林真理子
新政会

事業者の挑戦を応援する
新たな指定管理者制度

（北九州市 HP）

方向性が問われる大菩薩の湯

市
道
西
広
門
田
33
号
線
整
備
、

全
長
約
７
３
０ｍ
、
幅
員
13
ｍ

問　

市
道
西
広
門
田
33
号
線
整

備
の
実
施
内
容
を
尋
ね
る
。

答　

地
元
説
明
会
や
詳
細
測
量

設
計
、
物
件
移
転
調
査
、
不
動

産
鑑
定
、
一
部
区
間
の
改
良
工

事
、
取
付
水
路
整
備
な
ど
を
実

施
し
て
き
た
。

問　

工
事
完
成
見
込
み
が
令
和

12
年
度
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

の
工
事
予
定
を
尋
ね
る
。

答　

塩
山
バ
イ
パ
ス
交
差
点
か

ら
約
１
０
０
ｍ
区
間
の
道
路
北

側
部
分
と
山
梨
市
側
か
ら
約
１

０
０
ｍ
区
間
を
令
和
８
年
度
に

施
工
予
定
。
連
続
し
た
用
地
取

得
を
行
い
、
狭
あ
い
区
間
改
良

や
橋
り
ょ
う
工
事
を
進
め
る
。

問　

全
体
の
仕
様
を
尋
ね
る
。

答　

道
路
全
長
は
約
７
３
０
ｍ

で
幅
員
は
13
ｍ
、
車
道
３
ｍ
が

２
車
線
、
路
側
帯
１
ｍ
が
両
側

設
置
、
加
え
て
歩
道
が
２
・
５

ｍ
両
側
設
置
と
な
っ
て
い
る
。

問　

道
路
完
成
に
向
け
て
市
長

の
考
え
を
問
う
。

答
　
市
長　

県
や
山
梨
市
と
共

同
し
て
進
め
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
建
設
課
職
員
と
共
に
一
丸

と
な
っ
て
完
成
さ
せ
た
い
。

民
間
譲
渡
目
指
す
な
ら

改
修
は
必
要
最
低
限
に

問　

令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間

及
び
令
和
８
年
度
か
ら
５
年
間

の
大
菩
薩
の
湯
指
定
管
理
料
の

総
額
を
問
う
。

答　

令
和
５
年
度
か
ら
の
第
５

期
で
は
総
額
は
３
年
間
で
約
４

０
４
３
万
円
、
令
和
８
年
度
か

ら
の
第
６
期
は
総
額
５
５
０
０

万
円
で
あ
る
。

問　

源
泉
温
度
と
湯
量
、
加
温

の
燃
料
費
、
利
用
者
数
の
現
状

を
報
告
し
て
ほ
し
い
。

答　

源
泉
温
度
は
27
・
８
度
で

湧
出
量
は
毎
分
１
１
１
Ｌ
、
燃

料
費
は
令
和
６
年
度
が
約
１
３

１
８
万
円
。
利
用
者
数
の
４
月

～
12
月
を
比
較
す
る
と
、
令
和

６
年
の
４
万
３
６
９
２
人
に
対

し
令
和
７
年
は
４
万
１
３
３
９

人
で
、
前
年
比
94
・
６
％
で
あ

る
。

問　

過
去
３
年
間
の
修
繕
箇
所

と
工
事
費
総
額
を
問
う
。

答　

本
市
分
が
サ
ウ
ナ
改
修
や

空
調
設
備
改
修
、
浴
室
照
明
器

具
取
替
な
ど
総
額
約
２
４
８
８

万
円
、
指
定
管
理
者
分
が
温
水

配
水
修
繕
な
ど
総
額
約
４
０
４

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　

魅
力
向
上
の
た
め
に
改
修

し
た
も
の
の
利
用
者
数
は
減
少

し
て
い
る
。
民
間
譲
渡
を
目
指

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
必
要
最

低
限
の
改
修
に
留
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
今
後
の
将
来
像
を

問
う
。

答　

次
期
指
定
管
理
期
間
を
民

間
譲
渡
判
断
の
期
間
と
位
置
付

け
、
た
だ
漫
然
と
譲
渡
先
を
探

す
の
で
は
な
く
、
経
営
状
態
の

効
率
化
や
民
間
の
投
資
意
欲
誘

引
へ
つ
な
が
る
よ
う
な
施
設
の

魅
力
向
上
に
指
定
管
理
者
と
共

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

起
業
な
ど
新
た
な
挑
戦
が

で
き
る
場
所
と
し
て
提
供
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　

チ
ャ
レ
ン
ジ
や
起
業
の
場

と
し
て
観
光
施
設
を
活
用
し
て

い
く
こ
と
は
、
本
市
へ
の
若
者

定
着
や
地
域
経
済
活
性
化
を
図

る
上
で
意
義
深
い
視
点
で
あ
る

と
考
え
、
研
究
し
て
い
く
。
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問　

本
市

答　

丸山　国一
実来リンクス

塩
山
駅
南
口
の
ホ
テ
ル
計
画
の

進
捗
状
況
は

１
月
に
市
長
と
ホ
テ
ル
側
が

現
地
視
察
を
し
、
前
進
の
見
込
み

問　

塩
山
駅
を
見
て
も
、
勝
沼

イ
ン
タ
ー
を
見
て
も
、
こ
の
地

域
に
世
界
農
業
遺
産
と
い
う
看

板
等
何
も
な
い
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況

で
、
車
や
電
車
で
来
た
方
に
Ｐ

Ｒ
活
動
を
含
め
、
受
け
入
れ
態

勢
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

今
後
農
業
遺
産
を
体
系
的

に
学
べ
る
機
会
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
塩
山
駅
、
山
梨
市

駅
、石
和
温
泉
駅
に
お
い
て
、来

訪
者
を
お
出
迎
え
す
る
サ
イ
ン

ボ
ー
ド
の
設
置
、
ま
た
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
、
情
報

発
信
力
の
向
上
に
努
め
る
。

問　

空
き
店
舗
バ
ン
ク
が
創
設

さ
れ
る
が
、
そ
の
背
景
と
要
綱

の
説
明
を
。

答　

市
内
空
き
店
舗
数
の
正
確

な
数
字
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

増
加
傾
向
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
活
用
を
推
進
す
る

た
め
、
空
き
店
舗
バ
ン
ク
を
創

設
し
、
新
規
出
店
希
望
者
へ
の

情
報
提
供
を
充
実
す
る
こ
と
に

よ
り
、
解
消
に
努
め
、
中
心
市

街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ

な
げ
た
い
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

に
お
い
て
も
、
有
益
な
情
報
の

提
供
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

問　

空
き
農
地
対
策
と
し
て
、

空
き
農
地
バ
ン
ク
の
設
立
は
検

討
で
き
な
い
か
。

答　

空
き
農
地
バ
ン
ク
は
単
に

貸
借
や
譲
渡
を
仲
介
す
る
に
と

ど
ま
ら
ず
、
農
地
を
耕
作
目
的

に
沿
っ
て
健
全
に
活
用
し
て
い

く
視
点
が
重
要
。
法
制
度
と
の

整
合
を
図
り
、
先
進
事
例
の
調

査
、
研
究
を
進
め
、
実
効
性
あ

る
方
策
を
慎
重
に
検
討
す
る
。

問　

都
市
計
画
道
路
、
塩
山
駅

南
口
の
測
量
業
務
の
進
捗
状
況

は
。

答　

現
況
の
地
形
状
況
の
把
握

を
行
う
と
と
も
に
、
電
線
地
中

化
を
目
指
し
既
存
の
電
線
等
の

状
況
確
認
や
、
現
地
に
適
し
た

施
工
方
法
を
含
め
た
構
造
等
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。
事
業
全

体
と
し
て
は
、
予
定
ど
お
り
進

捗
し
て
い
る
。

問　

塩
山
駅
南
口
の
ホ
テ
ル
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

答　

今
年
１
月
、
市
長
が
ホ
テ

ル
企
業
代
表
者
等
と
ホ
テ
ル
予

定
地
と
塩
山
駅
周
辺
の
現
地
視

察
を
行
い
、
建
設
に
向
け
た
発

展
的
な
話
し
合
い
が
で
き
た
。

そ
の
際
、
都
市
計
画
道
路
の
進

捗
に
合
わ
せ
た
ホ
テ
ル
建
設
の

意
向
が
示
さ
れ
た
。

新
た
な
教
育
指
針
は

問　

教
育
長
が
、
令
和
８
年
度

新
た
に
掲
げ
た
教
育
指
針
の
中

身
を
問
う
。

答　

令
和
８
年
度
は
、
子
ど
も

た
ち
の
ウ
※

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

向
上
を
目
指
し
、
テ
ー
マ
を

「
つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
・
つ
な

げ
る
」
と
定
め
、
次
の
４
項
目

を
重
点
的
に
実
施
す
る
。
１
つ

目
は
、
未
来
と
つ
な
が
る
力
を

育
む
。
２
つ
目
は
、
個
性
が
つ

な
が
る
教
室
を
つ
く
る
。
３
つ

目
は
、
笑
顔
に
つ
な
げ
る
教
育

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
。
４
つ
目
は
、

教
職
員
が
つ
な
が
り
、
共
に
つ

く
る
教
育
環
境
の
創
造
。
保
護

者
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

※�身体的・精神的・社会的に良好で満たされた状態を指す、持続的な「よい状態」の概念

峡東地域世界農業遺産協議会
（公式 HP）

塩山駅南口のホテル建設予定地

消
防
団
員
確
保
は

対
象
と
な
る
方
々
の
現
状
分
析
が

必
要
で
あ
る

橋爪　孝裕
実来リンクス

甲州市消防団員の定員、任免、
給与、服務等に関する条例

（市 HP）

出初式を行う消防団

問　

消
防
団
組
織
の
現
状
と
団

員
数
の
充
足
率
の
推
移
は
。

答　

組
織
体
制
は
11
分
団
35
部

団
員
数
７
４
６
人
で
、
条
例
定

数
に
対
す
る
充
足
率
は
88
％
。

令
和
２
年
度
と
比
較
す
る
と
団

員
数
は
１
３
２
人
減
、
１
部
当

た
り
平
均
団
員
数
も
23
・
７
人

か
ら
21
・
３
人
へ
と
減
少
。

問　

担
い
手
確
保
な
ど
、
組
織

の
活
力
を
維
持
す
る
計
画
は
。

答　

新
入
団
員
確
保
に
向
け
て

対
象
と
な
り
得
る
方
々
の
現
状

分
析
が
必
要
。
組
織
体
制
に
つ

い
て
は
、
各
分
団
が
主
体
と
な

り
、
地
域
と
協
議
す
る
な
か
で

再
編
が
進
め
ら
れ
た
。
直
接
再

編
を
行
う
計
画
は
な
い
。

問　

団
員
の
年
額
報
酬
が
地
方

交
付
税
算
定
基
準
に
及
ん
で
い

な
い
。さ
ら
な
る
処
遇
改
善
は
。

答　

団
員
の
士
気
向
上
や
将
来

の
担
い
手
確
保
に
お
い
て
大
切

に
す
べ
き
視
点
で
あ
り
調
査
、

研
究
を
進
め
る
。

問　

行
事
の
見
直
し
に
よ
る
活

動
の
ス
マ
ー
ト
化
、
負
担
軽
減

へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

出
初
式
等
の
活
動
日
程
の

調
整
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

も
確
認
で
き
る
消
防
水
利
マ
ッ

プ
の
導
入
な
ど
、
消
防
団
の
判

断
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
る
負
担

軽
減
の
取
り
組
み
に
対
し
、
環

境
整
備
を
後
押
し
し
て
き
た
。

問　

消
防
団
協
力
事
業
所
標
示

制
度
と
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
現
状
と
、
今
後
の
取
り
組
み

は
。

答　

令
和
７
年
４
月
1
日
現
在

協
力
事
業
所
９
社
、
サ
ポ
ー
ト

は
県
締
結
事
業
所
、
本
市
登
録

事
業
所
併
せ
て
24
社
で
、
各
種

団
体
へ
の
参
画
と
協
力
の
働
き

か
け
を
検
討
す
る
。

問　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

数
と
収
納
率
の
推
移
は
。

答　

加
入
者
世
帯
数
４
７
３
４

世
帯
、
被
保
険
者
数
７
６
４
３

人
で
減
少
傾
向
。
収
納
率
は
現

年
課
税
分
、
滞
納
繰
越
分
の
合

計
92
・
38
％
で
県
平
均
よ
り
３
・

６
％
ほ
ど
高
い
収
納
率
だ
が
緩

や
か
に
減
少
し
て
い
る
。

問　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
決

済
や
コ
ン
ビ
ニ
納
付
普
及
促
進

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答　

ス
ム
ー
ズ
に
納
付
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
複
数
の
納
付
方

法
を
用
意
す
る
な
ど
、
納
税
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

問　

減
免
や
分
納
相
談
を
行
う

な
ど
市
民
に
寄
り
添
う
窓
口
の

充
実
に
つ
い
て
問
う
。

答　

税
務
課
で
の
納
税
相
談
は

随
時
受
け
付
け
て
い
る
。

問　

市
役
所
の
開
庁
時
間
の
課

題
は
。

答　

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

や
複
雑
化
す
る
行
政
課
題
へ
の

対
応
に
よ
り
、
職
員
の
業
務
負

担
が
増
加
し
て
い
る
と
認
識
。

問　

開
庁
時
間
と
就
業
時
間
に

つ
い
て
市
の
認
識
は
。

答　

閉
庁
時
間
ぎ
り
ぎ
り
に
来

庁
さ
れ
た
方
へ
の
対
応
が
長
引

く
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
に
日

時
処
理
や
集
計
作
業
を
行
う
こ

と
が
あ
る
た
め
、
結
果
と
し
て

勤
務
時
間
が
延
び
て
し
ま
う
状

況
が
あ
る
。

問　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

向
上
の
考
え
は
。

答　

来
庁
者
の
傾
向
を
精
査
、

分
析
し
た
上
で
、
最
適
な
在
り

方
を
判
断
す
る
。
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佐藤　浩美
日本共産党

包
括
的
性
教
育
の
必
要
性
を

ど
う
考
え
る
か

他
者
を
認
め
合
え
る
意
識
の
醸
成
が
重
要

問　

現
在
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運

行
は
月
～
金
曜
の
み
。
若
年
層

の
登
録
が
想
定
さ
れ
て
い
な
い

が
、
小
中
高
生
へ
の
拡
大
も
考

え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

運
転
手
の
確
保
、
運
転
シ

ス
テ
ム
の
不
具
合
や
苦
情
対
応
、

気
象
状
況
に
よ
り
運
休
し
た
際

の
周
知
な
ど
、
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
業
務
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
土
曜
の
運
行
の
実
施
は

困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
防
犯
な

ど
安
全
上
の
観
点
か
ら
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
中
学
生
以
下
に
は

保
護
者
等
の
付
き
添
い
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

国
の
制
度
で
公
立
小
学
校

の
給
食
費
無
償
化
が
４
月
か
ら

始
ま
り
、
６
５
０
０
万
円
の
市

の
負
担
が
な
く
な
る
。
例
え
ば

保
育
園
の
主
食
費
・
副
食
費
無

償
化
、
小
中
学
生
の
修
学
旅
行

費
用
全
額
補
助
、
高
校
入
学
前

に
３
万
円
、
中
学
入
学
前
に
２

万
円
の
入
学
準
備
費
用
補
助
を

す
る
と
、
全
部
で
６
１
８
９
万

円
に
な
る
。
さ
ら
な
る
子
育
て

支
援
や
教
育
へ
の
支
援
に
踏
み

出
す
と
き
で
は
な
い
か
。

答　

保
育
所
等
に
つ
い
て
は
、

国
の
方
針
で
主
食
費
・
副
食
費

の
保
護
者
負
担
が
基
本
と
さ
れ

て
い
る
。
無
償
化
の
導
入
に
つ

い
て
は
慎
重
に
見
極
め
て
い
く
。

答　

入
学
準
備
金
、
修
学
旅
行

費
へ
の
助
成
は
、
特
定
の
学
年

に
限
ら
れ
る
支
援
で
あ
る
。
公

平
性
や
直
接
的
利
益
が
児
童
生

徒
に
還
元
さ
れ
る
経
費
は
個
人

負
担
と
の
考
え
方
か
ら
、
現
状

で
は
困
難
。困
窮
世
帯
に
は
、就
※

学
援
助
制
度
に
よ
り
修
学
旅
行

費
、
入
学
準
備
費
用
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。

問　

小
中
学
生
へ
の
性
教
育
の

現
状
を
問
う
。

答　

小
４
の
保
健
で
、
初
経
・

精
通
な
ど
の
体
の
変
化
や
、
同

性
同
士
で
集
ま
る
よ
う
に
な
る

な
ど
の
心
の
変
化
を
学
ん
で
い

る
。
中
１
で
性
衝
動
や
性
情
報

へ
の
対
処
等
と
と
も
に
、
異
性

を
尊
重
す
る
態
度
に
つ
い
て
、

中
３
で
妊
娠
・
出
産
や
エ
イ
ズ

を
含
め
た
感
染
症
全
般
の
知
識

を
学
ん
で
い
る
。
小
４
で
１
時

間
、
中
１
と
中
３
で
３
時
間
ず

つ
、
合
計
７
時
間
で
あ
る
。

問　
「
包
括
的
性
教
育
」、
つ

ま
り
性
を
大
切
に
す
る
こ
と
を

通
し
て
の
人
間
関
係
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
性
、
性
的
同
意
、
性

の
多
様
性
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
＆
ラ
イ
ツ
（
性
と

生
殖
に
関
す
る
健
康
と
自
己
決

定
権
）
な
ど
、
自
分
と
他
者
の

人
権
を
学
ぶ
人
権
教
育
と
し
て

の
性
教
育
の
必
要
性
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答　

小
４
の
保
健
で
は
、
自
分

ら
し
さ
と
は
何
か
を
単
元
の
一

つ
と
し
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
性
、

自
分
が
思
う
自
分
の
性
、
好
き

に
な
る
性
、
服
装
や
言
葉
遣
い

な
ど
い
く
つ
も
が
組
み
合
わ
さ

り
自
分
ら
し
さ
を
形
づ
く
る
と

規
定
。
中
１
で
は
、
性
に
関
す

る
考
え
方
は
様
々
で
、
一
つ
で

は
な
い
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
性
自
認
の

多
様
性
を
前
提
に
、
誰
も
が
安

心
し
て
生
き
ら
れ
る
社
会
を
目

指
す
こ
と
を
学
ん
で
い
る
。
性

行
為
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
、

他
者
を
認
め
合
え
る
意
識
の
醸

成
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

※�経済的理由により、小中学校への就学困難な家庭に対し、学用品費や通学用品費などの一部を
援助する市の制度

ユネスコによる「国際セクシュ
アリティ教育ガイダンス」

（日本語版）

今年 1 〜 2 月に塩山地域内 36 会場にてデマンドバス
乗り方説明会が行われ、合計 299 人が参加した

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

生
き
生
き
と
暮
ら
す
た
め
に
は

健
康
寿
命
を
延
伸
し
、

生
活
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む

佐藤　照幸
創生会

甲州市国民健康保険
特定健康診査等実施計画

（市 HP）

新1年生3人が入学した祝小学校
異学年交流など、特色ある学校づくりを実施している

※�高齢者が心身の機能低下を防ぎ、健康寿命を延ばすための運動・栄養・社会的活動を
組み合わせた予防・改善の取り組み。

問　

健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
た

具
体
的
数
値
目
標
を
問
う
。

答　

１
回
30
分
以
上
の
運
動
を

週
２
回
以
上
し
て
い
る
人
の
割

合
や
、
各
種
が
ん
検
診
の
受
診

率
な
ど
、
１
３
６
項
目
の
評
価

指
標
を
設
定
し
、
計
画
最
終
年

度
の
目
標
値
を
定
め
て
い
る
。

問　

特
定
健
診
の
受
診
率
と
、

そ
の
受
診
率
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。

答　

市
国
民
健
康
保
険
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画
に
基
づ
き

取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成
20
年

度
の
導
入
当
初
の
受
診
率
は

30
・
９
％
と
低
か
っ
た
が
、令
和

６
年
度
の
受
診
率
は
58
・
５
％

と
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、
県

下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る
。

問　

健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
フ
※

レ
イ
ル
対
策
が
重
要
だ
が
、
ど

の
段
階
か
ら
対
策
を
強
化
し
た

ら
よ
い
か
、
現
状
の
取
り
組
み

状
況
も
踏
ま
え
て
考
え
を
問
う
。

答　

一
般
的
に
は
40
歳
以
降
か

ら
が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

中
で
も
特
に
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
の
対
策
を
強
化
す
べ
き

と
考
え
る
。
健
診
結
果
等
に
基

づ
き
、
管
理
栄
養
士
や
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
健
康
相
談
等
を
実

施
し
て
い
る
。

問　

健
康
寿
命
延
伸
を
医
療
費

抑
制
政
策
と
一
体
で
進
め
て
い

く
考
え
は
。

答　

健
康
寿
命
を
延
伸
し
、
個

人
の
生
活
の
質
が
向
上
す
る
こ

と
で
、
結
果
的
に
医
療
費
等
の

抑
制
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て

お
り
、
各
種
保
健
事
業
や
市
民

と
協
働
し
た
健
康
づ
く
り
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

中
山
間
地
域
の
小
学
校
存

続
の
課
題
は
。

答　

１
学
年
１
桁
の
人
数
で
は

多
様
な
意
見
を
聞
く
中
で
お
互

い
の
考
え
方
を
認
め
合
い
、
さ

ら
に
個
々
の
学
び
を
深
め
る
協

同
的
な
学
び
が
行
え
な
い
状
況

で
あ
る
。
ま
た
、
教
員
一
人
一

人
が
受
け
持
つ
業
務
が
増
加
す

る
こ
と
が
課
題
と
考
え
る
。

問　

少
人
数
教
育
の
メ
リ
ッ
ト

は
。

答　

児
童
一
人
一
人
に
目
が
届

き
や
す
く
、
き
め
細
か
な
指
導

が
で
き
る
こ
と
、
児
童
相
互
の

人
間
関
係
が
深
ま
り
や
す
い
こ

と
、
異
学
年
の
交
流
が
生
ま
れ

や
す
い
こ
と
、
全
教
職
員
間
の

意
思
疎
通
が
図
り
や
す
く
、
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
や

す
い
こ
と
等
が
あ
る
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
遠
隔

合
同
授
業
の
成
果
に
つ
い
て
問

う
。

答　

大
藤
小
、
神
金
小
、
玉
宮

小
の
３
校
及
び
菱
山
小
、
大
和

小
の
２
校
で
行
い
、
多
様
な
意

見
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
た
。

問　

中
山
間
小
学
校
の
存
続
に

つ
い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
中
核
と
し
て
の
役
割
や
地
域

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
維
持
と

い
う
観
点
か
ら
問
う
。

答　

学
校
運
営
協
議
会
で
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
と
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

成
長
を
目
指
す
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
学
習

の
際
に
は
地
域
の
皆
様
が
講
師

と
な
り
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

ま
ち
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
な

の
か
を
学
び
、
地
域
に
愛
着
を

持
て
る
児
童
の
育
成
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

本
市

答　
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問　

本
市

答　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
８
年
度
中
に

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
定

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
２

月
20
日
、25
日
、３
月
11
日
、18

日
、
23
日
に
開
催
し
令
和
７
年

度
補
正
予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
審
査
内
容
を
要
約
し
て
お

伝
え
し
ま
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12

号
）

問　

法
人
税
の
減
額
要
因
は
把

握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答　

集
計
は
し
て
い
な
い
が
、

市
内
事
業
所
の
閉
鎖
が
散
見
さ

れ
る
た
め
で
あ
る
。

問　

固
定
資
産
税
の
減
額
要
因

を
問
う
。

答　

新
築
軒
数
が
当
初
よ
り
下

回
っ
た
こ
と
、
償
却
資
産
が
減

と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

問　

市
長
公
用
車
購
入
の
減
額

要
因
は
何
か
。

答　

購
入
予
定
の
車
種
の
グ
レ

ー
ド
を
一
つ
下
げ
た
た
め
。

問　

道
の
駅
甲
斐
大
和
の
急
速

充
電
器
撤
去
工
事
を
令
和
８
年

度
に
延
期
し
た
理
由
は
何
か
。

答　

新
設
工
事
を
進
め
て
い
た

と
こ
ろ
、
設
置
場
所
の
地
盤
が

固
く
掘
削
工
事
費
用
が
想
定
を

上
回
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ

の
た
め
、
仕
様
の
変
更
が
必
要

に
な
り
、
令
和
８
年
２
月
に
仕

様
が
決
定
し
、
新
設
工
事
に
遅

れ
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。

問　

甲
府
・
峡
東
ご
み
処
理
組

合
の
負
担
金
が
減
額
に
な
っ
た

4 月から民間譲渡が決定している鈴宮寮
工事費は負担金として支払われる事が決定した

常 任 委 員 会
レ ポ ー ト

甲州市洪水・土砂災害
ハザードマップ

( 市 HP）

令和７年度
補正予算

要
因
は
何
か
。

答　

組
合
の
令
和
６
年
度
決
算

余
剰
金
が
確
定
し
た
こ
と
及
び
、

ア
ル
ミ
や
ス
チ
ー
ル
、
ピ
ッ
ト

内
の
焼
き
鉄
な
ど
の
資
源
物
の

売
却
収
入
が
増
額
し
、
市
の
負

担
金
が
減
額
と
な
っ
た
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
に
対
し
て
の
実
績
を
問
う
。

答　

２
泊
３
日
の
お
試
し
体
験

の
後
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
期
間
が

最
長
３
カ
月
あ
り
、そ
の
後
、本

採
用
と
な
る
。
令
和
７
年
度
は
、

お
試
し
は
７
人
、
本
採
用
は
１

人
で
あ
る
。

問　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
費
用

１
３
５
万
円
の
減
額
理
由
は
。

答　

市
で
は
８
０
０
頭
を
要
望

し
た
が
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
頭

数
が
下
回
っ
た
た
め
で
あ
る
。

問　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定

の
目
途
及
び
、
新
た
に
盛
り
込

ま
れ
る
内
容
は
あ
る
の
か
。

答　

河
川
の
区
域
が
増
え
た
点
、

地
震
の
際
に
液
状
化
が
想
定
さ

れ
る
地
点
も
あ
る
た
め
、
そ
れ

ら
を
盛
り
込
ん
で
い
く
。
ま
た
、

緊
急
時
の
連
絡
通
報
先
も
入
れ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。
改
定
目

途
は
令
和
８
年
12
月
の
予
定
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13

号
）

問　

鈴
宮
寮
の
空
調
設
備
工
事

費
負
担
金
の
取
り
扱
い
を
問
う
。

答　

指
定
管
理
期
間
中
は
、
必

要
な
物
件
の
修
繕
は
市
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
施

設
は
４
月
か
ら
民
間
譲
渡
と
な

る
た
め
、
譲
渡
後
は
公
金
で
修

繕
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
、
工
事
費
負
担
金
と
し

て
指
定
管
理
者
へ
支
出
す
る
。

問　

工
事
費
用
の
妥
当
性
は
。

答　

指
定
管
理
者
か
ら
見
積
書

の
提
出
も
あ
っ
た
が
、
市
で
も

建
築
士
を
派
遣
し
、
見
積
り
を

作
成
し
金
額
を
決
定
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
髙
野
浩
一　

〇
丸
山
国
一

　

葊
瀬
明
弘　
　

高
畑
一
幸

　

青
柳
好
文　
　

飯
島
孝
也

　

小
林
真
理
子　

平
塚　

悟

　

佐
藤
浩
美　
　

有
賀
公
子

　

荻
原
哲
也　
　

佐
藤
照
幸

　

土
屋
憲
一　
　

橋
爪
孝
裕

　

渡
邊
敬
介　
　

山
賀
沙
耶

予
算
決
算
常
任
委
員
会

2
25

３
11

３

３

18

23

厚
生
経
済
常
任
委
員
会
３

９今年の８月から使用可能になる
奥野田第２児童クラブ

　

厚
生
経
済
常
任
委
員
会
を
3

月
9
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

帯
へ
の
経
過
措
置
や
減
免
措
置

等
の
考
え
が
あ
る
か
。

答　

緩
和
措
置
や
減
免
措
置
は

考
え
て
い
な
い
。

■
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定問　

奥
野
田
第
２
児
童
ク
ラ
ブ

は
学
校
の
教
室
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
伴
っ
て
校
庭
や

体
育
館
も
使
用
で
き
る
の
か
。

答　

校
庭
、
体
育
館
を
利
用
す

る
協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
で
質
疑
し
た
主
な
内

容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◎
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

◎
ワ
イ
ン
振
興
計
画
◎
人
農
地

プ
ラ
ン
◎
塩
山
駅
周
辺
整
備
計

画
◎
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

◎
飯
島
孝
也　

○
有
賀
公
子

　

葊
瀬
明
弘　
　

高
畑
一
幸

　

青
柳
好
文　
　

髙
野
浩
一

　

荻
原
哲
也　
　

渡
邊
敬
介

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
を
３

月
10
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
主

な
審
査
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

■
市
特
別
職
非
常
勤
職
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部

改
正

問　

学
校
運
営
協
議
会
の
委
員

は
こ
れ
ま
で
報
酬
な
し
だ
っ
た

の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
は
謝
礼
と
し
て

支
給
し
て
い
た
。

問　

今
後
日
額
で
の
支
払
い
と

な
る
が
、
各
学
校
で
異
な
る
回

数
等
の
把
握
、
管
理
は
。

答　

従
来
同
様
、
学
校
か
ら
年

度
末
に
提
出
さ
れ
る
、
開
催
日

数
、
出
席
者
等
の
一
覧
表
で
管

理
す
る
。

■
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
制
定

問　

総
合
計
画
と
別
に
本
計
画

を
策
定
す
る
意
味
は
何
か
。

答　

全
過
疎
に
な
っ
た
地
域
に

計
画
作
成
の
義
務
付
け
は
な
い

が
、
計
画
に
具
体
的
事
業
が
な

い
と
、
過
疎
債
等
の
起
債
が
で

き
な
い
た
め
、
計
画
策
定
を

行
っ
て
い
る
。

■
そ
の
他
で
質
疑
し
た
主
な
内

容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◎
令
和
７
年
度
会
計
年
度
任
用

職
員
の
配
置
別
人
数
◎
学
校
給

食
の
地
産
地
消
◎
市
内
各
地
域

の
自
主
防
災
組
織
整
備
状
況
と

避
難
所
運
営
計
画
策
定
状
況
◎

Ａ
Ｉ
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
◎
小
中
学

校
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
上
映
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

◎
平
塚　

悟　

〇
土
屋
憲
一

　

丸
山
国
一　
　

小
林
真
理
子

　

相
沢
俊
行　
　

佐
藤
浩
美

　

佐
藤
照
幸　
　

橋
爪
孝
裕

　

山
賀
沙
耶

常 任 委 員 会
レ ポ ー ト

厚生経済

総
務
文
教
常
任
委
員
会

■
市
特
定
乳
児
等
支
援
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
制
定

問　

対
象
の
推
定
人
数
は
。

答　

年
間
30
人
程
度
を
見
込
む
。

問　

市
町
村
を
超
え
て
も
構
わ

な
い
の
か
。

答　

利
用
登
録
は
、
市
に
住
所

を
置
い
て
い
る
子
ど
も
が
対
象
。

■
市
下
水
道
使
用
料
条
例
及
び

浄
化
槽
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

問　

料
金
改
定
後
の
市
民
へ
の

影
響
額
は
ど
の
程
度
に
な
る
か
。

答　

一
番
多
い
ケ
ー
ス
の
４
人

世
帯
で
、
２
カ
月
で
８
３
０
円

の
値
上
げ
と
な
る
。

問　

低
所
得
世
帯
、
高
齢
者
世

全
過
疎
地
域
と
し
て

新
た
な
市
過
疎
地
域
持

続
的
発
展
計
画
を
策
定

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

甲州市水道ビジョン及び
経営戦略中間見直し版

PDF（市 HP）

下
水
道
使
用
料
及
び

浄
化
槽
使
用
料
の

改
定
を
行
う

総務文教

甲州市過疎地域
持続的発展計画

（市 HP）

３
10

2
20
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２
〜
３
月
の
議
会
開
催
時
は

ま
だ
肌
寒
さ
が
残
っ
て
い
ま
し

た
が
、
気
づ
け
ば
桜
や
桃
の
花

も
散
り
始
め
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
11
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
甲
州
市
議
会
第
６
期
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
議
会
広
報
の
編
集

作
業
も
、今
回
で
２
号
目
で
す
。

　

毎
回
ぶ
つ
か
る
の
は
「
何
を

載
せ
て
、
何
を
削
る
か
」
と
い

う
壁
で
す
。
限
ら
れ
た
紙
面
の

中
で
「
こ
こ
は
伝
え
た
い
」「
こ

こ
も
本
当
は
紹
介
し
た
い
」
と

い
う
部
分
を
、
や
む
を
得
ず
削

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
紙
面
に
掲
載
し
て
い
る

の
は
、
市
議
会
の
一
部
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
も
し
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
け
た
な
ら
、ぜ
ひ
一
度
、

議
場
で
の
傍
聴
に
足
を
運
ん
だ

り
、
市
の
Ｈ
Ｐ
の
会
議
録
や

Y
ouT

ube

を
見
た
り
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
市
議
会
は
「
遠

い
場
所
」
で
は
な
く
、
日
々
の

暮
ら
し
と
繋
が
っ
て
い
る
場
で

あ
る
こ
と
を
、
よ
り
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
。（
山
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

市
議
会
議
長　
　

相
沢　

俊
行

編
集
委
員
長　
　

葊
瀬　

明
弘

副
委
員
長　
　
　

山
賀　

沙
耶

委　

員　
　
　
　

髙
野　

浩
一

委　

員　
　
　
　

飯
島　

孝
也

委　

員　
　
　
　

小
林
真
理
子

委　

員　
　
　
　

相
沢　

俊
行

委　

員　
　
　
　

佐
藤　

照
幸

委　

員　
　
　
　

土
屋　

憲
一

委　

員　
　
　
　

渡
邊　

敬
介

甲州市ホームページで
議会広報のバックナンバー
が読めます。

春
の
柔
ら
か
な
陽
光
が
降
り
注
ぐ
議

場
。
令
和
８
年
度
の
幕
開
け
と
と
も

に
、
新
た
な
議
論
が
こ
こ
か
ら
始
ま

り
ま
す
。 

市
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
を

も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
。
そ

ん
な
願
い
を
込
め
て
、
普
段
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
議
場
の
細
部
に
迫

る
ア
ッ
プ
写
真
を
あ
し
ら
い
ま
し
た
。

小
中
学
生
の
見
学
や
傍
聴
の
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
、特
集
「
誌
上
体
験
」

と
と
も
に
お
届
け
し
ま
す
。

表
紙
の
写
真

田
た

邉
な べ

 美
み

藍
ら ん

 さん

2 歳で大菩薩嶺に登って以来、500 座以上を踏破した田邉さんは、
大好きな山をさらに楽しむため SKIMO（山岳スキー）を始めました。
急斜面を登り切り、一気に滑り降りる爽快感やスケール感が魅力だ
といいます。
限られた環境の中、周囲の尽力に感謝しながら日本代表として活動
しています。ミラノ五輪で初採用された SKIMO を日本に広めるた
め、今後は白馬で基礎からトレーニングを積み、2028年のイタ
リア・ユース五輪出場を目指して挑戦を続けます。

　　　※ SKIMO（Ski Mountaineering）とは

輝輝くく  甲甲州州市市民民

塩山南小→駿台甲府中（取材時）

→⾧野県白馬高校１年（発行時）

日本選手権 U20 日本一 (2024・2025）、
第 2 位 (2026)
八方バーティカル U20 優勝

山岳スキー競技（SKIMO）
日本代表強化指定選手

６月定例会開催予定
日 月 火 水 木 金 土
5/31 6/ 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
本会議
（開会）
予算決算

常任委員会
（前期）

14 15 16 17 18 19 20

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

21 22 23 24 25 26 27

予備日 厚生経済
常任委員会

総務文教
常任委員会

予算決算
常任委員会

（後期）
予備日

28 29 30 7/ 1 2 3 4

本会議
（閉会）

○午前10時開会です。（日程変更はホームページ等でご確認ください）
○市議会はどなたでも傍聴できますので、ぜひ議会議場・委員会室
　（市役所本庁舎 ３階）へお越しください。


